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　近年、職場でのメンタルヘルス対策の必要性が高まっています。わが国の自殺者数の増加の背景には、うつ
病などの心の病の増加があるともいわれています。企業では、過重労働や過労死、ストレスなど、職場での問
題に対処する必要があります。
　労働安全衛生法の改正やメンタルヘルス指針などの国の施策や、企業における取り組みも推進されてきては
いますが、まだ中小企業などでは「どのように取り組めばいいのか」と戸惑う企業もあり、何から始めたらよい
のかわからないまま取り組みがされていないことも多いようです。
　今号では、これらの問題の重要性を認識していただくとともに、企業の方々が取り組むにあたっての参考に
なれば幸いです。
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Ｘ
社
の
係
長
T
さ
ん
は
、
春
の
人
事
異
動

で
こ
れ
ま
で
と
類
似
の
職
務
だ
が
、
よ
り
複

雑
で
量
的
に
も
増
大
す
る
職
務
に
配
置
換
え

に
な
っ
た
。
T
さ
ん
は
そ
の
異
動
に
不
服
で

現
職
務
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
希
望
し
た
が
、

小
↓
中
↓
大
規
模
職
場
へ
の
異
動
は
典
型
的

な
人
事
異
動
ル
ー
ル
な
の
で
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。
異
動
先
で
は
職
務
負
荷
の
軽
減
な
ど

が
工
夫
さ
れ
た
が
、
T
さ
ん
は
程
な
く
自
主

退
職
し
、
そ
の
後
精
神
的
病
気
を
患
っ
た
と

い
う
。

　

上
場
企
業
２
１
８
社
を
対
象
に
し
た
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
調
査
（
社
会
経
済
生
産
性
本

部
、
２
０
０
８
）
で
は
、
精
神
的
病
気
の
増

減
傾
向
に
つ
い
て
、「
増
加
傾
向
」
と
回
答

す
る
企
業
の
割
合
が
、
０２
年
調
査
４８
・
９
％

に
比
べ
０６
年
６１
・
５
％
へ
と
増
え
て
い
る
。

精
神
的
病
気
が
多
い
年
齢
層
は
両
調
査
時
と

も
３０
歳
代
が
最
も
高
く
、
そ
の
割
合
は

４１
・
８
％
↓
６１
・
０
に
上
昇
し
て
い
る
。
３０

歳
代
の
特
質
は
自
殺
者
の
増
加
率
に
も
認
め

ら
れ
る
。
１
９
８
８
年
以
来
、
わ
が
国
の
自

殺
者
総
数
は
１２
年
間
３
万
人
台
を
推
移
し
て

い
る
（
警
察
庁
、
２
０
０
９
）。
年
齢
別
に

見
て
１
９
９
８
年
に
比
べ
０８
年
は
他
の
年
齢

層
は
す
べ
て
減
少
し
て
い
る
が
、
３０
歳
代
の

み
は
３４
・
２
％
増
と
著
し
い
増
加
を
示
し
て

職
業
ス
ト
レ
ス
と

　
　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

岡
山
大
学　

理
事
・
副
学
長

岡
山
大
学　

理
事
・
副
学
長

田
中
宏
二

田
中
宏
二

巻頭言

職
業
ス
ト
レ
ス
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

職
業
ス
ト
レ
ス
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

い
る
。
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
こ
の
世
代
へ

の
社
会
的
圧
力
の
ひ
ず
み
を
感
じ
さ
せ
て
い

る
。

　

職
業
ス
ト
レ
ス
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
究

極
的
な
影
響
結
果
と
し
て
社
会
的
に
現
れ
る

の
は
、
精
神
的
障
害
へ
の
労
災
認
定
で
あ
ろ

う
。
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
（
心
理
的
負
荷
）
が

原
因
に
よ
る
う
つ
病
や
自
殺
の
労
災
認
定
数

は
、
０８
年
度
、
２
６
９
人
（
う
ち
自
殺
６６
人
）

で
過
去
１０
年
伸
び
続
け
最
大
と
な
っ
て
い
る

（
厚
生
労
働
省
、
２
０
０
９
）。
認
定
の
陰
に

は
そ
の
３
〜
４
倍
の
請
求
件
数
が
隠
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。本
年
４
月
に
厚
生
労
働
省
は
、

職
業
人
が
精
神
障
害
な
ど
に
な
っ
た
場
合
の

労
災
認
定
の
判
断
基
準
と
な
る
「
心
理
的
負

荷
に
よ
る
精
神
障
害
等
に
係
る
業
務
上
外
の

判
断
指
針
（
以
下
判
断
指
針
と
い
う
）」
を

見
直
し
、
改
正
し
た
。

　

わ
が
国
で
職
業
ス
ト
レ
ス
を
精
神
障
害
等

の
原
因
と
み
な
し
て
労
災
と
判
断
す
る
こ
の

指
針
は
、
９９
年
に
初
め
て
策
定
さ
れ
た
。
こ

の
た
び
１０
年
ぶ
り
に
判
断
指
針
の
見
直
し
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
企
業
に
お
け
る
組
織
の

再
編
（
リ
ス
ト
ラ
）
や
そ
れ
に
伴
う
人
員
の

削
減
等
の
実
施
、
能
力
主
義
・
成
果
主
義
の

導
入
な
ど
、
働
く
環
境
の
急
激
な
変
化
が
あ

る
。
そ
の
結
果
、
業
務
の
集
中
化
に
よ
る
過

重
ス
ト
レ
ス
、
職
場
で
の
ひ
ど
い
い
じ
め
に

よ
る
対
人
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
新
た
な
職
業
ス
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ト
レ
ス
が
生
じ
た
と
い
え
る
。

　

判
断
指
針
の
見
直
し
で
は
、
従
来
の
ス
ト

レ
ッ
サ
ー
項
目
（
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
る

出
来
事
）に
新
た
に
１２
項
目
が
追
加
さ
れ
た
。

主
な
追
加
項
目
は
「
ひ
ど
い
嫌
が
ら
せ
、
い

じ
め
、
ま
た
は
暴
行
を
受
け
た
」（
ス
ト
レ

ス
強
度
・
大
）、「
達
成
困
難
な
ノ
ル
マ
が
課

さ
れ
た
」（
ス
ト
レ
ス
強
度
・
中
）、「
複
数

名
で
担
当
し
て
い
た
業
務
を
１
人
で
担
当
す

る
よ
う
に
な
っ
た
」（
ス
ト
レ
ス
強
度
・
中
）、

「
違
法
行
為
を
強
要
さ
れ
た
」（
ス
ト
レ
ス
強

度
・
中
）
な
ど
で
あ
る
（
厚
生
労
働
省
・
職

場
に
お
け
る
心
理
的
負
荷
評
価
表
の
見
直
し

等
に
関
す
る
検
討
会
、
２
０
０
９
）。

　

上
記
の
判
断
指
針
の
考
え
方
は
、
多
数
の

ス
ト
レ
ッ
サ
ー
項
目
か
ら
な
る
心
理
的
負
荷

評
価
表
（
ス
ト
レ
ス
出
来
事
リ
ス
ト
と
そ
の

強
度
評
価
）
を
用
い
る
も
の
で
、
ホ
ー
ム
ズ

と
ラ
ー
（H

o
lm
e
s &
 R
a
h
e
, １９６７

）
が
提

唱
し
た
ス
ト
レ
ス
・
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
法
に

依
拠
し
て
い
る
。
つ
ま
り
職
業
生
活
に
お
い

て
経
験
す
る
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
出
来
事
（
イ

ベ
ン
ト
＝
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
）
を
多
く
経
験
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
人
は
心
身
の
健
康
を
害
し

や
す
く
な
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
理
論
で
あ

る
。
先
に
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
の
追
加
項
目
例
で

示
し
た
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
出
来
事

は
そ
の
種
類
・
内
容
に
よ
っ
て
心
身
に
与
え

る
影
響
度
（
強
度
）
は
異
な
る
。
出
来
事
毎

に
一
定
の
基
準
で
重
み
づ
け
さ
れ
た
強
度
の

累
積
が
一
定
量
を
超
え
る
イ
ベ
ン
ト
数
を
経

験
す
る
と
、
健
康
を
害
す
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
ス
ト
レ
ッ
サ
ー

と
健
康
の
因
果
関
係
を
規
定
す
る
の
は
ス
ト

レ
ッ
サ
ー
の
み
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も

両
者
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
信

頼
性
と
妥
当
性
の
あ
る
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
尺
度

を
用
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ス
ト
レ
ッ
サ
ー
と
健
康
の
関
連
が
指
摘
さ

れ
な
が
ら
も
、
両
者
の
相
関
は
と
き
お
り
低

い
場
合
も
み
ら
れ
（
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
出
来

事
と
病
気
の
相
関
は
、
.２０
〜
.７０
の
範
囲
に
あ

る
）、
何
ら
か
の
調
整
変
数
（
関
係
を
強
め

た
り
弱
め
た
り
す
る
変
数
）や
媒
介
変
数（
ス

ト
レ
ッ
サ
ー
の
影
響
の
伝
達
を
担
う
変
数
）

が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え

ば
、
同
じ
会
社
の
同
じ
仕
事
に
就
く
２
人
が

解
雇
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
２
人
は
同
レ
ベ
ル

の
職
業
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
曝
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
が
こ
の
解
雇
を
転
職
の
好
機

と
み
な
し
、他
方
は
不
運
と
み
な
す
な
ら
ば
、

前
者
の
ス
ト
レ
ス
反
応
は
低
く
、
後
者
の
ス

ト
レ
ス
反
応
は
高
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

Ｓ（
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
）↓
Ｏ（
生
活
体
）↓
Ｒ（
ス

ト
レ
ス
反
応
）
モ
デ
ル
に
お
け
る
、
生
活
体

Ｏ
が
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と

め
る
か
、
そ
の
評
価
（
認
知
過
程
）
に
焦
点

を
置
い
た
の
が
ラ
ザ
ル
ス
と
フ
ォ
ル
ク
マ
ン

（L
a
za
ru
s &
 F
o
lk
m
a
n
,１９８４

）
で
あ
る
。

本
稿
で
は
ラ
ザ
ル
ス
の
認
知
過
程
に
つ
い
て

言
及
し
な
い
が
、
ス
ト
レ
ス
と
健
康
の
関
連

を
調
整
し
て
い
る
個
人
差
変
数
は
認
知
過
程

の
影
響
を
介
し
て
働
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ス
ト
レ
ス
反
応
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
や

り
方
で
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
を
評
価
し
や
す
い
個

人
が
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
の
影
響

を
受
け
や
す
い
性
質
、
つ
ま
り
ス
ト
レ
ス
へ

の
脆
弱
性
（v

u
ln
e
ra
b
ility

）
は
人
に
よ
っ

て
異
な
る
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
関
連
の
脆
弱

性
に
影
響
を
与
え
て
い
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

な
ど
の
個
人
特
性
（
ハ
ー
デ
ィ
ネ
ス
）、
お

よ
び
個
人
の
外
部
に
あ
る
心
理
的
・
物
質
的

資
源
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
）
に
つ
い
て

述
べ
て
み
る
。

■
ハ
ー
デ
ィ
ネ
ス

　

ハ
ー
デ
ィ
ネ
ス
（h

a
rd
in
e
ss‥

心
理

的
頑
健
さ
）
は
シ
カ
ゴ
大
学
の
コ
バ
サ

（K
o
b
a
sa
,１９７９

）
の
提
唱
し
た
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
特
性
で
あ
る
。
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
遭

遇
し
た
と
き
、
適
応
性
に
つ
い
て
の
解
釈
を

行
う
傾
向
を
表
す
も
の
で
、
３
つ
の
相
互
に

関
連
の
あ
る
要
素
、「
出
来
事
に
対
す
る
自

分
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
」、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

点
か
ら
も
の
ご
と
を
見
る
傾
向
」、「
状
況
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
」
か
ら
な
り
、
ス
ト

レ
ス
へ
の
抵
抗
資
源
と
な
る
。
ハ
ー
デ
ィ
ネ

ス
の
高
い
人
は
低
い
人
に
比
べ
病
気
に
な
る

率
が
有
意
に
少
な
い
。
こ
れ
は
ス
ト
レ
ッ
サ

ー
に
対
す
る
個
人
の
認
知
的
評
価
や
対
処
行

動
を
、
脅
威
か
ら
楽
観
的
な
評
価
へ
、
ま
た

逃
避
か
ら
果
断
な
行
動
へ
と
変
換
さ
せ
る
対

ス
ト
レ
ス
へ
の
脆
弱
性
と
対
処

ス
ト
レ
ス
へ
の
脆
弱
性
と
対
処
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巻頭言   

処
を
と
る
こ
と
が
功
を
奏
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ハ
ー
デ
ィ
ネ
ス
の
低
い
人
は
、
外
圧
に

直
面
す
る
と
無
気
力
に
な
り
、
変
化
の
な
い

状
態
を
望
み
、
成
長
す
る
か
否
か
の
自
覚
が

な
く
、
自
分
の
周
囲
は
退
屈
で
意
義
が
な
く

脅
威
的
で
あ
る
と
感
じ
、
環
境
と
の
関
わ
り

合
い
に
消
極
的
な
タ
イ
プ
で
、
ス
ト
レ
ス
へ

の
脆
弱
性
を
増
大
さ
せ
る
。

■
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
（social support

）

は
、
個
人
が
取
り
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
成

員
間
で
、
個
人
の
安
寧
を
増
進
さ
せ
る
意
図

で
交
換
さ
れ
る
心
理
的
、
物
質
的
資
源
を
い

う
。
個
人
の
外
に
あ
る
資
源
だ
が
、
個
人
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
そ
れ
を
活
用
す
る
こ

と
で
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
へ
の
有
効
な
抵
抗
資
源

と
な
る
。
資
源
は
、
情
緒
的
サ
ポ
ー
ト
（
共

感
し
た
り
、
信
じ
て
あ
げ
た
り
す
る
こ
と
）、

手
段
的
サ
ポ
ー
ト
（
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
、

お
金
や
物
を
貸
し
た
り
す
る
こ
と
）、
情
報

的
サ
ポ
ー
ト
（
課
題
解
決
の
た
め
の
必
要
な

情
報
や
知
識
を
与
え
る
こ
と
）、
お
よ
び
評

価
的
サ
ポ
ー
ト
（
仕
事
の
成
果
に
適
切
に
評

価
を
与
え
る
こ
と
）
か
ら
な
る
（H

o
u
se
,

１９８１

）。　

　

あ
る
有
名
な
役
者
さ
ん
の
話
だ
が
、
い
つ

で
も
幕
が
上
が
る
ま
で
は
ひ
ど
く
緊
張
し
て

い
る
。
一
番
の
薬
は
幕
の
上
が
る
直
前
ま
で

付
き
人
等
か
ら
〝
あ
な
た
の
演
技
は
日
本

一
〞〝
い
つ
も
素
晴
ら
し
い
〞
と
誉
め
あ
げ

て
も
ら
う
こ
と
だ
と
い
う
。
ま
さ
に
情
緒
的

サ
ポ
ー
ト
を
得
て
心
の
安
寧
（
ス
ト
レ
ス
低

減
）
を
図
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

上
司
や
同
僚
か
ら
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ

ー
ト
が
職
業
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
の
精
神
的
健
康

（
抑
う
つ
状
態
、
イ
ラ
イ
ラ
感
）
へ
の
影
響

を
軽
減
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
特
に
職
場
の
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
が

低
い
場
合
よ
り
も
高
い
場
合
に
そ
の
効
果
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
効
果
を
ソ

ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
緩
衝
効
果
と
呼
ん
で

い
る
。
他
者
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
資
源
を
得
ら

れ
に
く
い
人
は
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
脆
弱
性
が

高
い
と
い
え
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
全
産
業
１
万
４
０
０
０

事
業
所
か
ら
抽
出
し
た
労
働
者
約

１
万
８
０
０
０
人
を
対
象
に
行
っ
た
、
平
成

１９
年
労
働
者
健
康
状
況
調
査
（
２
０
０
８
）

に
よ
れ
ば
、
仕
事
や
職
業
生
活
の
ス
ト
レ
ス

に
つ
い
て
「
相
談
で
き
る
人
が
い
る
」
と
す

る
者
の
割
合
は
８９
・
７
％
と
高
く
、
男
女
差

は
少
な
い
。
具
体
的
な
相
談
相
手
（
複
数
回

答
）
は
、
家
族
・
友
人
（
男
８１
・
４
％
、
女

９１
・
２
％
）
や
上
司
・
同
僚
（
男
６７
・
４
％
、

女
６２
・
８
％
）
を
あ
げ
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
年
齢
別
に
み
る
と
家
族
・
友
人
を
あ

げ
る
割
合
に
年
齢
差
は
な
い
が
、
同
僚
・
上

司
を
あ
げ
る
割
合
は
２０
歳
代
・
３０
歳
代
の
若

い
層
に
高
い
（
７０
％
台
）。
同
僚
・
上
司
か

ら
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
有
効
に
活
用

し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

終
わ
り
に
あ
た
り
、
従
業
員
の
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｅ
Ａ
Ｐ
）
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

職
業
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
へ
の
抵
抗
力
を
強
め
る

た
め
に
、
近
年
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な

ど
自
助
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
ス
ト
レ
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
る
。
大
事
な
こ
と
は
、
仕
事
の
ス

ト
レ
ス
の
効
果
的
な
低
減
や
予
防
に
は
、
個

人
要
因
と
組
織
要
因
の
両
方
を
取
り
込
む
介

入
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
個
人
側
の
努
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る

だ
け
で
は
な
く
、
職
場
環
境
側
に
あ
る
ス
ト

レ
ス
発
生
源
の
低
減
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
し

ま
う
危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

 

たなか・こうじ●広島大学大学院教育学研究科修士課程修了

（社会心理学専攻）。文学博士。広島工業大学助教授、大分医

科大学医学部教授、岡山大学教育学部教授を経て2005年 6

月岡山大学理事・副学長に就任。専門は社会心理学、職業心

理学。VPI職業興味検査を開発したアメリカの心理学者J・L・

ホランドに師事。同じくホランドに師事したリーハイ大学教

授アーノルド・スポーケンが開発したメンタルヘルスチェッ

クツール「OSI職業ストレス検査」日本版の開発を手がける。

主な著書に「職業・人事心理学」（共著）、「健康心理学辞典」（共

著）、「新・くらしの社会心理学」（共著）、「改訂新版・社会心

理学用語辞典」（共編著）等がある。

 Profi le
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職業ストレスとメンタルヘルス特 集

　近年、自殺者の増加等に伴い、職業ストレスに対するケアと職場でのメンタルヘルス対策の必要性が叫
ばれています。厚生労働省でも様々な施策が実施され、企業においても取り組みが推進されてきています
が、まだ、「どう取り組んでいいのかわからない」「何から始めたらよいのか」と戸惑う声も、特に中小
企業からは多く聞かれるようです。
　そこで今回は、医療分野でEAP（従業員支援プログラム）等、企業のメンタルヘルス対策の支援を続けて
こられた神田東クリニックの島悟院長と、キャリアカウンセリングの立場からメンタルヘルスに注目して
こられた前・筑波大学大学院教授の渡辺三枝子立教大学大学院教授（特任）に対談をお願いし、昨今の状況
や課題、方策、企業がメンタルヘルス対策を始めるにあたってのポイントなどについて語っていただきました。
　当日は、神田東クリニックのチーフカウンセラー・梅田理恵子氏にもご同席願い、日頃企業のメンタル
ヘルス支援の現場に携わっている立場からご発言をいただきました。

職場のメンタルヘルス対策職場のメンタルヘルス対策
対　談 島　悟島　悟氏氏（神田東クリニック院長、京都文教大学教授）（神田東クリニック院長、京都文教大学教授）

渡辺三枝子渡辺三枝子氏氏（立教大学大学院教授（特任）、前・筑波大学大学院教授）（立教大学大学院教授（特任）、前・筑波大学大学院教授）

　××

P r o f i l e

島　悟（しま・さとる）

神田東クリニック院長、日本EAP協会会長、産業精神保健研究所所長。
慶應義塾大学医学部卒。医学博士。北里大学医学部内科学教室、慶應義
塾大学医学部精神神経科学教室を経て、日本鋼管病院神経科医長・精神
衛生室長、東京経済大学経営学部教授などを歴任。厚生労働省「職場に
おけるメンタルヘルス対策のあり方検討委員会」「心の健康問題により
休業した労働者の職場復帰支援のための方法等に関する検討委員会」等
多くの委員会の委員を務める。現在、京都文教大学臨床心理学部教授。
専門は勤労者のメンタルヘルス。主な著書に『メンタルヘルス入門』、『ス
トレスマネジメント入門』、『事例に学ぶ心のトラブル解決法』等がある。

渡辺三枝子（わたなべ・みえこ）

立教大学大学院ビジネスデザイン研究科教授（特任）。上智大学大学院博
士課程（心理学専攻）単位満了。米ペンシルバニア州立大学大学院博士課
程修了。哲学博士号（Ph.D.）取得。雇用職業総合研究所（現・労働政策研究・
研修機構）職業適性研究部第一研究室長を経て、明治学院大学文学部教授、
筑波大学大学院人間総合科学研究科教授、同キャリア支援室長を歴任。文
部科学省中央教育審議会、厚生労働省労働政策審議会等の委員を務める。
「OSI 職業ストレス検査」日本版の開発を手がける。専門はカウンセリン
グ心理学、職業心理学、カウンセラー教育。主な著書に『新版カウンセリ
ング心理学』（共著）、『キャリアカウンセリング入門』（共著）等がある。

＊１ 

事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
の
心
の

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
指
針

　

旧
労
働
省
が
、
事
業
場
に
お
け
る

労
働
者
の
心
の
健
康
の
保
持
増
進
を

図
る
た
め
、
事
業
者
が
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
基
本
的
な
措
置
（
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
）
の
具
体
的
実
施
方

法
を
総
合
的
に
示
し
て
策
定
し
た
。

事
業
者
に
よ
る
「
心
の
健
康
づ
く
り

計
画
」
の
策
定
や
次
の
４
つ
の
ケ
ア

の
推
進
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
①
労
働
者
自
身
に
よ
る
「
セ
ル

フ
ケ
ア
」、
②
管
理
監
督
者
に
よ
る

「
ラ
イ
ン
に
よ
る
ケ
ア
」、
③
事
業
場

内
の
健
康
管
理
担
当
者
に
よ
る
「
事

業
場
内
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
等
に
よ

る
ケ
ア
」、
④
事
業
場
外
の
専
門
家

に
よ
る
「
事
業
場
外
資
源
に
よ
る
ケ

ア
」。

＊２ 

長
時
間
労
働
者
へ
の
面
接
指
導
実

施
の
義
務
化

　

労
働
安
全
衛
生
法
改
正
に
よ
り
、

事
業
者
は
、
時
間
外
・
休
日
労
働
が

月
1
0
0
時
間
を
超
え
、
疲
労
蓄
積

が
認
め
ら
れ
面
接
を
申
し
出
た
者
に

対
し
て
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
等
を

行
う
こ
と
な
ど
が
義
務
化
さ
れ
た
。

ま
た
、
時
間
外
・
休
日
労
働
が
月
80

時
間
を
超
え
、
疲
労
蓄
積
が
認
め
ら

れ
た
り
健
康
上
の
不
安
を
抱
え
て
い

る
労
働
者
で
、
申
し
出
た
者
お
よ
び

～変化に直面する働く人をいかに支援するか～～変化に直面する働く人をいかに支援するか～
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渡
辺　

島
先
生
は
厚
生
労
働
省
を
は
じ
め
い

ろ
い
ろ
な
委
員
会
の
委
員
を
な
さ
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ま
ず
国
の
施
策
の
ポ
イ

ン
ト
か
ら
概
説
し
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難

い
の
で
す
が
…
。

島　

す
べ
て
を
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
で
す
が
、
厚
生
労
働
省
の
施
策
と
し
て

は
、
１
９
９
８
年
以
降
の
自
殺
者
数
の
増
加

を
背
景
に
、
２
０
０
０
年
に
「
事
業
場
に
お

け
る
労
働
者
の
心
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

指
針
」（
＊１
）
が
つ
く
ら
れ
た
の
が
エ
ポ
ッ

ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
こ
と
で
し
た
。
ま
ず
自
殺

予
防
対
策
と
し
て
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
を
打
ち
出
し
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
か

ら
、
０４
年
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
の
職

場
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
の
「
心
の
健
康
問

題
に
よ
り
休
業
し
た
労
働
者
の
職
場
復
帰
支

援
の
手
引
き
」（
以
下
、「
手
引
き
」）
を
策

定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
０６
年
に
労
働
安
全
衛
生
法
が
一
部

改
正
さ
れ
、
過
労
死
な
ど
労
災
を
防
止
す
る

た
め
に
過
重
労
働
（
長
時
間
労
働
）
の
労
働

者
へ
の
面
接
指
導
義
務
化
（
＊２
）
等
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
策
定
さ
れ

た
新
た
な
指
針
が
０６
年
の
「
労
働
者
の
心
の

健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
指
針
」（
以
下
、

「
指
針
」）
で
す
。

　

そ
し
て
手
引
き
が
０９
年
に
改
訂
さ
れ
、
職

場
復
帰
前
の
「
試
し
出
勤
制
度
」
等
（
＊３
）

を
導
入
す
る
場
合
の
人
事
管
理
上
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
を
含

め
、
各
段
階
で
の
支
援
の
た
め
の
対
応
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

と
い
う
よ
う
に
、
国
と
し
て
は
対
策
を

行
っ
て
き
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ

る
と
こ
ろ
で
聞
い
た
話
だ
と
、
最
近
復
職
成

功
率
が
低
下
し
て
き
て
い
る
、
と
。
企
業
側

は
戻
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
と
い
う
の
は
雇

用
問
題
に
直
結
し
ま
す
か
ら
非
常
に
難
し
い

で
す
ね
。
た
だ
、
人
事
労
務
管
理
上
「
馘く

首び

に
す
れ
ば
い
い
」
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

の
は
…
…
。

渡
辺　

労
働
行
政
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
施
策

を
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
ま

す
し
、
特
に
大
企
業
で
は
実
際
の
取
り
組
み

に
着
手
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
梅
田
さ
ん
、
相
談
を
受
け

た
り
な
さ
っ
て
い
る
現
場
で
は
い
か
が
で
す

か
。

梅
田　

実
際
の
企
業
で
は
、
指
針
や
手
引
き

の
レ
ベ
ル
に
ま
で
な
か
な
か
追
い
つ
い
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
就
業
規

則
の
改
正
や
労
働
組
合
の
協
力
を
得
る
と
こ

ろ
ま
で
し
な
い
と
効
果
が
上
が
ら
な
い
こ
と

も
多
い
で
す
し
、
３
年
か
け
て
や
っ
と
実
現

し
た
と
い
う
企
業
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
行
う
に
あ

た
っ
て
、
コ
ス
ト
面
で
最
近
の
不
況
の
影
響

も
あ
る
よ
う
で
す
。
私
ど
も
の
協
力
の
も
と

で
Ｅ
Ａ
Ｐ
（
＊４
）
導
入
を
考
え
て
い
た
企
業

が
、
進
め
て
い
く
途
中
で
コ
ス
ト
的
な
理
由

か
ら
結
局
は
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
コ
ス
ト
を
か
け
て
い
た

だ
く
こ
と
で
予
防
に
な
り
、
よ
り
多
く
の
コ

ス
ト
を
削
減
で
き
る
は
ず
な
の
で
す
が
…
…
。

渡
辺　

企
業
側
も
そ
の
意
味
は
わ
か
っ
て
い

る
が
、
不
況
の
影
響
も
あ
っ
て
な
か
な
か
踏

対　談

●
国
の
施
策
は

事
業
場
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る

労
働
者
に
対
し
て
も
、
面
接
指
導
ま

た
は
面
接
指
導
に
準
ず
る
措
置
を
と

る
こ
と
が
努
力
義
務
と
な
っ
た
。
06

年
4
月
1
日
施
行
。
対
象
は
全
て
の

事
業
場
（
常
時
50
人
未
満
の
労
働
者

を
使
用
す
る
事
業
場
は
08
年
4
月
か

ら
適
用
）。

＊３ 

試
し
出
勤
制
度
等

　

職
場
へ
の
早
期
復
帰
の
た
め
、
正

式
な
職
場
復
帰
の
前
に
行
う
試
み
の

一
つ
。
①
模
擬
出
勤
、
②
通
勤
訓
練
、

③
試
し
出
勤
な
ど
の
例
が
あ
る
。
09

年
に
改
訂
さ
れ
た
「
心
の
健
康
問
題

に
よ
り
休
業
し
た
労
働
者
の
職
場
復

帰
支
援
の
手
引
き
」
で
は
、「
こ
の

制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の

間
の
処
遇
や
災
害
が
発
生
し
た
場
合

の
対
応
、
人
事
労
務
管
理
上
の
位
置

づ
け
等
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
労

使
間
で
十
分
に
検
討
し
て
お
く
と
と

も
に
、
一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
作
業
に
つ

い
て
使
用
者
が
指
示
を
与
え
た
り
、

作
業
内
容
が
業
務
（
職
務
）
に
当
た

る
場
合
な
ど
に
は
、
労
働
基
準
法
等

が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
や

賃
金
等
に
つ
い
て
合
理
的
な
処
遇
を

行
う
べ
き
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
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み
出
し
て
い
け
な
い
現
状
が
あ
る
。
施
策
で

示
さ
れ
て
い
る
心
理
相
談
担
当
者
と
か
衛
生

委
員
会
と
か
、
実
際
の
企
業
で
は
形
骸
化
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
ね
。

産
業
構
造
の
変
化
へ
の
行
政
の
対
応
と
い
う

の
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
。

島　

行
政
の
進
め
る
労
働
安
全
衛
生
の
モ

デ
ル
は
軍
隊
な
ん
で
す
ね
。
産
業
保
健
ス

タ
ッ
フ
で
言
え
ば
、
産
業
医
は
軍
医
、
衛
生

管
理
者
は
衛
生
兵
で
す
。「
場
の
管
理
」
が

基
本
な
ん
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
使
っ

て
い
る
有
機
溶
剤
や
薬
剤
な
ど
危
険
物
の
種

類
の
違
い
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に
「
場
を

管
理
す
る
」
と
い
う
発
想
。
実
際
の
オ
フ
ィ

ス
ワ
ー
ク
の
場
合
は
ど
こ
で
も
同
じ
で
す
よ

ね
。
行
政
の
持
っ
て
い
る
モ
デ
ル
の
変
更
は

難
し
い
で
す
。
例
え
ば
、
労
働
安
全
衛
生
法

上
、
５０
人
以
上
規
模
の
事
業
場
に
選
任
義
務

が
あ
る
の
は
産
業
医
と
衛
生
管
理
者
で
、
看

護
師
は
入
っ
て
い
な
い
。　

　

そ
れ
と
、
行
政
は
単
年
度
予

算
が
原
則
で
、
な
か
な
か
長
期

的
計
画
に
沿
っ
て
の
対
策
は

で
き
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

渡
辺　

高
齢
・
障
害
者
雇
用
支

援
機
構
で
は
「
リ
ワ
ー
ク
支
援

（
職
場
復
帰
支
援
）」（
＊５
）
を

行
っ
て
い
ま
す
（
全
国
の
地
域

障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
実

施
）。
中
小
企
業
の
方
々
の
利

用
も
あ
る
よ
う
で
、
地
域
の
関

心
は
高
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
…
…
。

島　

リ
ワ
ー
ク
支
援
を
受
け
ら
れ
る
対
象
者

数
が
全
国
で
７
０
０
〜
９
０
０
人
だ
っ
た
の

が
、
今
年
増
え
て
１
５
０
０
人
く
ら
い
に
な

り
、
リ
ワ
ー
ク
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
新
た
に
配

置
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
域
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
が
概
ね
都
道
府
県
に
各
１
カ
所
し
か
な

い
の
で
利
便
性
に
や
や
難
が
あ
り
ま
す
ね
。

支
援
対
象
者
の
枠
も
も
っ
と
大
胆
な
拡
充
を

望
み
た
い
。

　

復
職
・
雇
用
継
続
率
は
約
８０
％
と
の
こ
と

で
す
が
、
復
帰
す
れ
ば
成
功
と
み
な
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
も
分
析

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

梅
田　

リ
ワ
ー
ク
支
援
の
利
用
者
の
方
に
話

を
聞
い
て
み
る
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
復
帰

す
る
こ
と
」
が
第
一
目
的
と
の
こ
と
で
す
。

よ
り
一
層
、
復
帰
後
の
フ
ォ
ロ
ー
の
工
夫
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
た
だ
く
と
よ
り
良
い
も

の
に
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。

　
渡
辺　

行
政
と
し
て
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は

重
要
で
あ
る
」
と
は
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す

し
、
企
業
と
し
て
も
そ
の
必
要
性
は
理
解
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
具
体
的

に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、
と
い
う
こ
と
が
現
在
の
課
題
で
す
ね
。

島　

企
業
に
と
っ
て
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
取
り
組
み
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て

は
、

①
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
＊６
）

②
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
＊７
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
①

で
や
っ
て
い
っ
て
も
中
小
企
業
で
は
達
成
率

５０
％
は
超
え
な
い
だ
ろ
う
、
と
。
②
で
す
が
、

訴
訟
・
労
災
の
リ
ス
ク
と
い
う
の
は
そ
ん
な

に
高
く
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
結
局
中

小
企
業
の
場
合
は
、
意
識
も
な
く
は
な
い
し

必
要
性
は
わ
か
っ
て
は
い
る
ん
で
す
け
ど
、

あ
え
て
や
ろ
う
と
は
し
な
い
、
と
い
う
と
こ

ろ
が
多
い
。
や
は
り
人
が
い
な
い
、
金
が
な

い
、
と
言
っ
て
取
り
組
ま
な
い
ま
ま
で
い
る
。

事
例
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、「
馘く

首び

に
す

れ
ば
い
い
」
と
な
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

　
渡
辺　

社
会
・
産
業
界
に
起
き
た
急
激
な
変

●
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

●
産
業
構
造
の
転
換
、
企
業
の

　

変
化

＊４ 

Ｅ
Ａ
Ｐ

　

従
業
員
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（Em

ployee

 A
ssistance Program

）。
企
業
の
従
業

員
等
の
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の

た
め
の
支
援
を
す
る
、
相
談
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
、
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
な
ど
を
含
む

専
門
家
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
労
働

者
が
最
大
限
の
力
を
発
揮
で
き
る
「
生

産
性
向
上
」
を
目
的
と
し
、
働
く
人

を
取
り
ま
く
様
々
な
問
題
に
対
し
て

包
括
的
な
解
決
を
図
る
。
近
年
で
は
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
に
関
す
る
Ｅ

Ａ
Ｐ
の
役
割
が
増
し
て
い
る
。

＊５ 

リ
ワ
ー
ク
支
援

　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
者
雇

用
支
援
機
構
の
全
国
の
地
域
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
て
い

る
精
神
障
害
者
総
合
雇
用
支
援
の
一

つ
。
リ
ワ
ー
ク
と
は
、復
職
（R

eturn 

to W
ork

）
を
意
味
す
る
。
支
援
対

象
者
・
雇
用
事
業
主
・
主
治
医
の
３

者
の
同
意
の
も
と
個
別
支
援
計
画
に

基
づ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
の
専
門
の
支

援
担
当
職
員
が
雇
用
事
業
主
・
主
治

医
と
連
携
し
な
が
ら
、
雇
用
事
業
主

へ
の
助
言
・
援
助
と
、
支
援
対
象
者

へ
の
生
活
リ
ズ
ム
構
築
や
基
礎
的
体

力
の
向
上
、
集
中
力
や
持
続
力
の
向

上
、
自
己
管
理
・
対
人
技
能
の
習
得

等
を
図
る
た
め
の
支
援
を
行
う
。
な

お
、
雇
用
事
業
主
・
支
援
対
象
者
に

対
す
る
支
援
は
無
料
で
行
っ
て
い
る
。
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対　談

化
は
、
働
く
人
の
心
理
的
準
備
を
は
る
か
に

超
え
る
も
の
で
す
。
そ
れ
が
働
く
人
お
よ
び

そ
の
家
族
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
予
期
せ
ぬ

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
直
面
す
る

課
題
は
、
こ
う
し
た
社
会
変
化
に
伴
う
個
々

人
の
問
題
に
対
す
る
専
門
的
な
支
援
や
治
療

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
態
勢

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

島　

経
済
の
安
定
成
長
・
右
肩
上
が
り
の
時

代
は
よ
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
ぇ
…
。
今
は

職
種
転
換
も
多
い
し
、
企
業
で
も
リ
ス
ト
ラ
、

事
業
の
見
直
し
な
ど
が
増
え
て
い
る
中
、
中

高
年
に
な
っ
て
も
勉
強
し
て
能
力
開
発
し
な

い
と
や
っ
て
い
け
な
い
時
代
で
す
か
ら
。
本

当
に
大
変
で
す
よ
ね
。

梅
田　

定
年
退
職
と
い
う
も
の
が
な
い
時
代

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
定
年
ま
で
勤

め
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
み
ん
な
考
え
ら
れ

な
い
…
…
。

渡
辺　

環
境
や
働
き
方
の
変
化
に
対
応
し

て
、
働
く
人
間
が
ど
ん
な
能
力
を
ど
の
よ
う

に
身
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

と
い
う
視
点
か
ら
考
え
て
い
っ
た
ほ
う
が
よ

い
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

島　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
い
う
の
は
い
か

に
不
調
に
な
ら
な
い
か
で
あ
っ
て
、
そ
の
た

め
に
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
き
仕
事
に
対
応

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
こ
に
対
す

る
支
援
と
い
う
意
味
で
能
力
開
発
は
重
要
で

す
。
行
政
も
局
を
横
断
し
て
対
策
を
と
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

渡
辺　

私
は
、
今
こ
そ
真
の
意
味
で
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
だ
と

思
う
ん
で
す
。
社
会
と
の
相
互
作
用
の
中
で

健
全
に
生
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
状
況
の

変
化
に
積
極
的
に
対
応
す
る
能
力
や
態
度
を

個
人
が
身
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
か
つ
て
は
職

場
に
適
応
す
る
た
め
の
教
育

訓
練
や
社
員
教
育
に
よ
っ
て

こ
の
よ
う
な
変
化
へ
の
対
応

力
は
身
に
つ
い
て
い
き
ま
し

た
が
、
今
は
企
業
が
そ
れ
を

し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ

け
で
す
。
み
ん
な
が
社
会
人
・

職
業
人
と
し
て
職
業
生
活
を

通
し
て
も
徐
々
に
で
き
た
の

で
す
が
、
能
力
・
成
果
主
義
と

い
っ
た
人
事
管
理
の
変
容
も

あ
り
、
現
在
は
即
戦
力
の
ほ
う
が
重
視
さ
れ

る
た
め
、
成
長
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
社
会
的
変
化
の
矢
面
に
特
に
中
高
年

者
が
立
た
さ
れ
た
ん
だ
と
思
う
の
で
す
。
従

来
の
能
力
が
通
用
し
な
い
、
こ
う
し
た
局

面
へ
の
対
処
の
方
法
を
知
ら
な
い
、
能
力
開

発
も
で
き
な
い
、
準
備
も
し
て
こ
な
か
っ
た

…
…
と
い
う
厳
し
い
状
態
に
な
っ
て
、
メ
ン

タ
ル
の
不
調
を
き
た
し
た
り
、
職
場
で
役
に

立
て
な
い
従
業
員
に
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ

が
あ
る
。

　

企
業
の
側
も
、
技
術
革
新
や
変
化
の
結
果

必
要
と
さ
れ
る
技
術
や
能
力
を
持
っ
た
人
だ

け
を
雇
用
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
人
事
的

に
も
立
ち
ゆ
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
生
涯
発
達
的
視
点（
＊８
）

や
、
働
く
人
が
環
境
変
化
に
対
応
し
て
い
く

能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
へ
の
支
援
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ス
ト
レ
ス
に
気

づ
い
て
対
応
し
て
い
く
能
力
、
ス
ト
レ
ス
対

応
力
と
い
う
か
予
防
力
と
い
っ
た
も
の
を
身

に
つ
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

島　

い
わ
ゆ
る
ロ
ス
ト
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
、
技
術
や
職
業
能
力
、
社
会
性
な
ど
を

必
ず
し
も
身
に
つ
け
て
い
な
か
っ
た
り
、
非

正
規
雇
用
で
働
く
人
々
が
、
こ
れ
か
ら
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
は
大
き
な
問
題
で
す
よ
ね
。

梅
田
さ
ん
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
世
代
で
す
ね
。

梅
田　

私
の
周
り
で
も
希
望
ど
お
り
の
会
社

に
就
職
で
き
た
人
は
半
数
以
下
で
す
。
就
職

＊６ 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）

　

企
業
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
と
い
う
法
律

を
順
守
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
企

業
・
管
理
監
督
者
に
は
安
全
配
慮
義

務
が
あ
り
、
労
務
管
理
に
は
十
分
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

＊７ 

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

企
業
組
織
に
と
っ
て
経
営
上
の
リ

ス
ク
へ
の
対
策
は
重
要
。
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
関
し
て
は
、
①
優
秀
な
人

材
の
休
業
に
よ
る
損
失
、
②
社
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
原
因
や
対

応
の
不
備
に
対
す
る
企
業
や
管
理
監

督
者
へ
の
訴
訟
、
③
労
働
災
害
と
認

定
さ
れ
る
こ
と
等
の
リ
ス
ク
が
考
え

ら
れ
る
。

＊８ 

生
涯
発
達
的
視
点

　
「
生
涯
発
達
」
の
概
念
で
は
、
人

の
誕
生
か
ら
死
ま
で
、
成
長
だ
け
で

な
く
、
衰
退
や
老
化
も
発
達
に
含
め

て
考
え
る
。
そ
の
「
発
達
」
は
、
時

代
の
歴
史
的
文
化
的
影
響
を
受
け

る
。
人
は
、個
人
特
有
の
体
験
、加
齢
、

そ
し
て
歴
史
的
文
化
的
な
状
況
が
相

互
に
作
用
し
あ
っ
て
「
一
生
変
化
し

発
達
す
る
」
と
い
う
視
点
。
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し
て
も
昇
進
・
昇
給
し
な
い
ま
ま
だ
っ
た
り
、

転
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
、
あ
る
い
は
非
正

規
雇
用
で
働
く
人
も
多
い
で
す
。

　
渡
辺　

日
本
で
は
従
来
、
基
本
的
に
従
業
員

を
育
て
大
切
に
し
て
き
た
と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
が
こ
こ
に
き
て
企
業
が
人
を
育
て
る
役

割
を
果
た
さ
な
く
な
っ
て
き
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
７０
〜
８０
年
代
後
半
は
好
況
期

で
し
た
が
、
産
業
構
造
の
変
化
が
起
き
て
中

高
年
者
の
キ
ャ
リ
ア
の
危
機
が
言
わ
れ
た
時

代
で
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
新
た
な
能
力
開

発
を
迫
ら
れ
た
。
９０
年
代
の
日
本
に
似
て
い

ま
す
。
社
会
の
変
化
に
人
間
が
つ
い
て
い
け

て
い
な
い
し
、
さ
ら
に
、
職
業
経
験
の
十
分

な
人
々
が
、
改
め
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
し
直

さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
、
な
か
な

か
難
し
い
状
況
を
迎
え
た
。
そ
の
時
に
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
躍
す
る
場
が
広
が

っ
た
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７０
年
代
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い
う
言
葉
が

出
て
き
て
、
社
会
的
に
ま
だ
基
盤
の
な
い
若

者
が
自
立
的
に
生
き
る
た
め
の
積
極
的
・
教

育
的
支
援
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が

今
度
は
、中
高
年
者
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
、

能
力
開
発
〜
生
涯
学
習
と
い
う
も
の
が
必
要

と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
は
、
能
力
開
発
は
強
く

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
若
者
の
た
め
の
」

と
い
う
面
が
大
き
く
、
中
高
年
者

は
社
会
福
祉
で
支
え
る
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

概
し
て
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス

の
労
働
者
た
ち
は
、
過
度
に
企
業

に
依
存
し
て
お
ら
ず
、
自
分
の
生

活
優
先
と
い
う
意
識
が
高
い
の
で
、

そ
の
分
日
本
に
比
べ
て
職
場
で
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
が
極
端

に
増
え
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
え

ま
す
。

梅
田　

私
ど
も
の
ほ
う
で
も
中
高
年
の
相
談

者
の
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
あ
る
大
き
な
工

場
が
閉
鎖
さ
れ
た
時
に
呼
ば
れ
て
行
っ
て
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
担
当
し
た
の
で
す
が
、
そ

の
時
も
や
は
り
４０
代
以
降
の
方
は
な
か
な

か
就
職
先
が
決
ま
ら
な
い
。
中
に
は
う
ま

く
転
身
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

す
が
、
時
代
の
変
化
の
中
で
、
状
況
に
す

ば
や
く
対
応
し
て
自
分
で
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と
い

う
厳
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

島　

職
種
転
換
と
か
転
職
を
し
よ
う
と
し
た

時
に
、
在
職
者
の
能
力
開
発
に
対
す
る
国
の

支
援
（
＊９
）
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
教

育
訓
練
給
付
金
な
ど
あ
り
ま
す
け
ど
。

渡
辺　

役
に
立
つ
施
策
も
あ
る
ん
で
す
が
、

縦
割
り
行
政
の
弊
害
と
い
う
か
、
生
か
さ
れ

て
い
な
い
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
と
い
う
の
は
、
問
題
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。「
社

会
の
大
き
な
変
化
が
あ
れ
ば
必
ず
ス
ト
レ
ス

は
起
こ
る
」
わ
け
で
す
か
ら
、「
予
防
し
て

い
く
方
策
を
考
え
て
い
く
」
と
。

島　

そ
の
た
め
の
「
生
き
る
力
を
つ
け
て
い

く
学
校
教
育
」、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
必
要

性
を
渡
辺
先
生
は
以
前
か
ら
訴
え
て
こ
ら
れ

ま
し
た
ね
。

渡
辺　

若
い
頃
か
ら
徐
々
に
「
生
き
る
力
」

を
身
に
つ
け
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
と
い
う

機
能
は
、
も
と
も
と
は
社
会
の
中
に
あ
っ
た

わ
け
で
す
が
、
あ
る
時
点
か
ら
日
本
に
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
島　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
始
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
特
に
中
小
企
業
で
は
、
社
内
で

担
当
者
を
選
任
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

渡
辺　

そ
う
で
す
ね
。
ま
ず
、
例
え
ば
人
事
・

●
社
内
担
当
者
を
決
め
る
こ
と

　

か
ら

●
中
高
年
者
の
受
難

＊９ 

在
職
者
の
能
力
開
発
へ
の
支
援

　

個
人
に
対
す
る
支
援
と
し
て
教
育
訓

練
給
付
制
度
、
企
業
に
対
す
る
支
援
と

し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
の
ほ

か
、
認
定
職
業
訓
練
、
公
共
職
業
能
力

開
発
施
設
で
の
在
職
者
訓
練
、
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
の
職
業
能
力
開

発
促
進
制
度
が
あ
る
。

＊１０ 

事
業
場
内
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推
進

担
当
者

　

指
針
で
は
、「
産
業
医
等
の
助
言
、

指
導
等
を
得
な
が
ら
事
業
場
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
推
進
の
実
務
を
担
当

す
る
事
業
場
内
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推
進

担
当
者
を
、
事
業
場
内
産
業
保
健
ス

タ
ッ
フ
等
の
中
か
ら
選
任
す
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。
事
業
場
内
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

推
進
担
当
者
と
し
て
は
、
衛
生
管
理
者

等
や
常
勤
の
保
健
師
等
か
ら
選
任
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。
な
お
、
事
業

場
の
実
情
に
よ
っ
て
は
、
人
事
労
務
管

理
ス
タ
ッ
フ
か
ら
選
任
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
こ
と
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
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対　談

労
務
の
部
署
な
ど
か
ら
担
当
者
と
し
て
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
決
め
る
こ
と
。
そ
こ
か
ら
会
社

と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
く
。

島　

す
べ
て
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
て
は
だ

め
で
す
。
丸
ご
と
外
部
に
任
せ
て
し
ま
う
と

失
敗
し
ま
す
。

渡
辺　

同
じ
企
業
の
中
の
人
で
あ
れ
ば
、
そ

の
組
織
の
状
況
の
変
化
や
歴
史
、
企
業
風
土
、

ス
ト
レ
ス
源
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ

れ
こ
そ
、
そ
こ
に
働
く
人
々
の
置
か
れ
て
い

る
状
況
を
理
解
し
、
そ
こ
で
よ
り
良
く
生
き

る
た
め
の
術
も
知
っ
て
い
ま
す
。
生
き
る
環

境
に
つ
い
て
の
情
報
は
個
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
を
考
え
る
上
で
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
そ
の
企
業
を
知
る
人
が
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
ス
ト
レ
ス
対
処
に
つ
い

て
勉
強
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
ね
。
そ
う
い
う
人
を
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し

て
外
部
の
支
援
機
関
が
教
育
や
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
を
し
て
支
援
し
て
い
く
。

島　

選
任
者
の
こ
と
を
、
指
針
で
は
「
事
業

場
内
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推
進
担
当
者
」（
＊１０
）

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
専
任
で
な
く
て
も
兼
任

で
も
い
い
ん
で
す
。
あ
る
い
は
、
Ｏ
Ｂ
の
方

で
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
内
部
を
知
っ
て

い
る
し
、
高
齢
者
の
継
続
雇
用
、
再
雇
用
と

い
う
形
に
も
つ
な
が
り
ま
す
し
ね
。

渡
辺　

そ
う
い
っ
た
担
当
者
が
、
専
門
的
教

育
を
受
け
、
さ
ら
に
専
門
家
か
ら
指
導
・
支

援
を
受
け
な
が
ら
職
場
環
境
等
へ
の
提
言
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
け
ば
望
ま
し
い
で

す
ね
。
社
内
に
い
る
わ
け
で
す
か
ら
社
員
の

変
化
に
気
づ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
大
企
業

で
は
、
従
業
員
の
中
で
中
間
管
理
職
な
ど
に

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
勉
強
を
さ

せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
今
の
そ
の

資
格
が
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
勉
強
す

る
こ
と
は
大
切
で
す
ね
。「
働
く
」
と
い
う

こ
と
が
ス
ト
レ
ス
フ
ル
に
な
り
、
自
分
で
そ

の
状
態
に
対
処
す
る
準
備
が
で
き
て
い
な
い

と
、
一
時
的
に
で
も
抑
う
つ
状

態
に
な
っ
て
し
ま
う
人
が
出
る

可
能
性
も
あ
る
ん
だ
と
認
識
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

梅
田　

管
理
職
の
役
割
は
大
き

い
で
す
ね
。
私
は
、
個
人
主
義
と

い
う
の
が
日
本
に
合
っ
て
い
る

と
は
あ
ま
り
思
え
な
い
ん
で
す
。

最
近
は
一
人
が
マ
ル
チ
に
何
で

も
こ
な
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
過

ぎ
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

適
性
に
基
づ
い
て
仕
事
を
分
担
し
て
も
っ
と

チ
ー
ム
で
仕
事
を
し
て
い
っ
て
も
よ
い
で
し

ょ
う
し
、
そ
の
時
に
、
目
配
り
し
て
「
適
材

適
所
」
を
見
極
め
な
が
ら
チ
ー
ム
を
動
か
し

て
い
く
中
間
管
理
職
は
重
要
で
す
。
部
下
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
や
能
力
開
発
、
ス
ト
レ
ス
ケ

ア
に
関
し
て
も
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

渡
辺　

中
小
企
業
の
場
合
は
、
事
業
主
が

こ
の
問
題
に
関
心
を
持
つ
、
理
解
す
る
と
い

う
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
は
、
ま
ず
は
企
業
環
境
の
中
の
ス

ト
レ
ス
源
を
減
ら
す
努
力
が
必
要
で
し
ょ
う

が
、
そ
れ
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
の
受
け
方
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
し
、
と

い
っ
て
、
悩
む
人
へ
の
対
応
だ
け
を
考
え
る

の
も
消
極
的
だ
と
思
い
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
は
本
来
、
精
神
的
に
よ
り
健
康
に
な
る

と
い
う
積
極
的
な
意
味
が
あ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
職
場
が
働
く
人
に
と
っ
て
健
康
増
進
の

場
と
な
る
こ
と
が
本
来
の
対
策
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
人
材
育
成
計

画
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
大
切
な
一
部

で
あ
る
と
捉
え
ま
す
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
生

産
性
を
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
組
織
と
し
て

成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
必
要
な
ん
だ
と
考

え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
近
年
企
業
が
人
材
育

成
を
軽
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
新
入

社
員
研
修
を
時
間
を
か
け
て
き
ち
ん
と
す
れ

ば
、
帰
属
意
識
も
上
が
る
し
、
定
着
率
も
上

が
る
と
い
う
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
調
査
で
も

示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
果
主
義
な
ど
の
要

素
が
職
場
に
ス
ト
レ
ス
を
も
た
ら
し
て
い
る

中
、
企
業
が
人
材
育
成
に
真
剣
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
結
果
的
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

に
な
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
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働
く
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と
が
喜
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４
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日
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理
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会
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村
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代
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先
生
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き
手　

大
正
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学
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隆
一
先
生

　

第
２
部
【
パ
ネ
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デ
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カ
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ョ
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】

　
　

テ
ー
マ
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働
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な
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シ
ョ
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」

　
　

パ
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日
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会
長 

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

安
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重
先
生
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療
法
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社
団 
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会 

神
田
東
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１２

の
た
め
の
指
針
」(

平
成
１８
年
３
月
３１
日
健

康
保
持
増
進
の
た
め
の
指
針
公
示
第
３
号
。

以
下
「
指
針
」
と
い
う
。) 

の
策
定
等
に
よ

り
、
そ
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
２０
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
１１
次

労
働
災
害
防
止
計
画
に
お
い
て
は
、「
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
、
過
重
労
働
に
よ
る

健
康
障
害
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
労
働

者
一
人
ひ
と
り
の
気
づ
き
を
促
す
た
め
の
教

育
、
研
修
等
の
実
施
、
事
業
場
内
外
の
相
談

体
制
の
整
備
、
職
場
復
帰
対
策
等
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
場
の
割
合
を
５０
％
以

上
と
す
る
こ
と
」
を
計
画
の
目
標
と
し
て
掲

げ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
行
政
運
営

の
重
点
施
策
と
位
置
づ
け
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

（１）　

都
道
府
県
労
働
局
、
労
働
基
準
監
督
署

　
　

の
取
り
組
み

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
２１
年
３
月
、「
当

面
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
具
体
的
推

進
に
つ
い
て
」（
平
成
２１
年
３
月
２６
日
付
け

基
発
第
０
３
２
６
０
０
２
号
）
を
都
道
府
県

労
働
局
長
あ
て
通
達
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
の
的
確
な
推
進
に
つ
い
て
指
示
し
て

い
ま
す
。

う
よ
う
指
導
し
ま
す
。
地
方
労
働
審
議
会

等
の
場
を
活
用
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
の
重
要
性
の
説
明
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

事
業
場
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
応
じ

て
、
事
業
場
に
対
し
国
が
行
う
各
種
支
援

事
業
を
教
示
し
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
相
談
・
支
援

事
業
の
勧
奨
を
行
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
地
域
保
健
主
管
課
、

自
殺
対
策
主
管
課
、
保
健
所
、
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
行
政
機
関
と
の

連
携
を
促
進
し
ま
す
。
地
域
産
業
保
健
セ

ン
タ
ー
、
各
医
師
会
、
労
災
病
院
そ
の
他

の
医
療
機
関
や
相
談
の
専
門
機
関
等
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

（２）　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援

　
　

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
地
域
に
お
け
る
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
支
援
す
る
た
め
の

中
核
機
関
と
し
て
、
各
都
道
府
県
に
「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

職
場

職業ストレスとメンタルヘルス特 集

　

こ
の
通
達
で
は
、
都
道
府
県
労
働
局
、

労
働
基
準
監
督
署
が
事
業
者
を
指
導
す
る

際
、
①
事
業
者
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

は
も
と
よ
り
労
働
者
も
積
極
的
に
協
力
し

組
織
的
な
取
り
組
み
を
行
わ
せ
る
こ
と
、

②
具
体
的
な
取
り
組
み
に
当
た
っ
て
は
、

指
針
に
基
づ
き
個
々
の
事
業
場
の
実
態
に

即
し
た
取
り
組
み
を
着
実
に
実
施
さ
せ
る

こ
と
を
基
本
的
な
方
針
と
し
て
明
記
し
て

い
ま
す
。

　

都
道
府
県
労
働
局
、
労
働
基
準
監
督
署

が
行
う
事
項
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 　

企
業
及
び
事
業
場
の
ト
ッ
プ
に
対
し
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
重
要
性
等
に
つ

い
て
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
率
先
し
て

取
り
組
む
よ
う
指
導
等
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
精
神
障
害
等
に
よ
る
業
務
上
の
疾

病
が
発
生
し
た
場
合
の
再
発
防
止
対
策
を

含
め
、
個
別
事
業
場
に
対
す
る
指
導
等
を

実
施
し
ま
す
。

  　

業
界
団
体
、
地
域
団
体
・
労
働
団
体
・

労
働
災
害
防
止
団
体
等
に
対
し
、
教
育
研

修
の
合
同
実
施
等
、
自
主
的
な
活
動
を
行

の　
　
　
　
　
　
　

  

対
策
に
関
す
る
最
近
の
取
り
組
み

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
安
全
衛
生
部
労
働
衛
生
課

　　　

平
成
１９
年
労
働
者
健
康
状
況
調
査
（
厚
生

労
働
省
）
に
よ
る
と
、
職
業
生
活
等
に
お
い

て
強
い
不
安
、
ス
ト
レ
ス
等
を
感
じ
る
労
働

者
は
約
６
割
に
上
っ
て
お
り
、
ま
た
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
理
由
に
よ
り
連
続
１
カ
月

以
上
休
業
ま
た
は
退
職
し
た
労
働
者
が
い
る

事
業
場
は
７
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、
精
神
障
害

等
に
よ
る
労
災
支
給
決
定
件
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
平
成
２０
年
度
は
２
６
９
件
に
な
る

な
ど
高
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
の
経
済
情
勢
の
悪
化
等
の
影

響
に
よ
り
、
仕
事
の
質
・
量
、
職
場
の
人
間

関
係
を
始
め
と
し
た
職
場
環
境
等
の
悪
化
、

こ
れ
に
伴
う
心
の
健
康
問
題
を
抱
え
る
労
働

者
の
増
加
が
正
規
・
非
正
規
を
問
わ
ず
危
惧

さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
１７
年
法
律
第
１
０
８
号
）
の

施
行
、「
労
働
者
の
心
の
健
康
の
保
持
増
進
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ス
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
２１
年
度
は
都
道
府
県
産
業
保
健

推
進
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

本
年
度
、
そ
の
機
能
を
大
幅
に
拡
充
し
、

主
と
し
て
次
の
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
場
が
行
う
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
説
明
会
の

開
催
等
に
よ
り
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

「
心
の
健
康
問
題
に
よ
り
休
業
し
た
労
働
者

の
職
場
復
帰
支
援
の
手
引
き
」（
平
成
２１
年

３
月
改
訂
）
等
に
基
づ
い
て
、
事
業
場
に

お
け
る
職
場
復
帰
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に

つ
い
て
、
周
知
、
助
言
等
を
行
い
ま
す
。

　

職
場
復
帰
に
係
る
労
務
管
理
、
円
滑
な

職
場
復
帰
支
援
等
、
予
防
か
ら
復
職
ま
で

の
各
過
程
に
お
け
る
事
業
者
及
び
労
働
者

等
か
ら
の
相
談
に
対
し
て
、
各
種
相
談
機

関
等
の
教
示
、
相
談
機
関
等
の
地
域
資
源

と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
総
合
的
窓
口
対

応
を
行
い
ま
す
。

　

事
業
場
等
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
専

門
家
が
事
業
場
を
訪
問
し
、
心
の
健
康
づ

く
り
計
画
の
策
定
、
事
業
場
内
体
制
の
整

備
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の
実
施
等
、

具
体
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
相
談
機
関
の
登
録
、
登
録
さ
れ
た
機
関

の
公
表
、
紹
介
を
行
い
ま
す
。

　

事
業
者
、
産
業
医
、
事
業
場
内
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
担
当
者
、
衛
生
管
理
者
等
の
産

業
保
健
ス
タ
ッ
フ
、
関
係
医
療
機
関
、
相

談
機
関
、
都
道
府
県
の
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
等
の
地
域
の
関
係
機
関
及
び
関
係

団
体
等
と
事
例
検
討
会
・
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。

（３） 　　
「
心
の
健
康
問
題
に
よ
り
休
業
し
た

　
　

労
働
者
の
職
場
復
帰
支
援
の
手
引
き
」

　
　

の
改
訂

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
者
の
職
場
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
、

職
場
復
帰
支
援
に
関
す
る
新
た
な
経
験
や

知
見
を
踏
ま
え
、
平
成
２１
年
３
月
、「
心
の

健
康
問
題
に
よ
り
休
業
し
た
労
働
者
の
職

場
復
帰
支
援
の
手
引
き
」（
平
成
１６
年
策
定
）

を
改
訂
し
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

改
訂
さ
れ
た
手
引
き
に
お
い
て
は
、
主

治
医
と
産
業
医
等
の
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ

と
の
間
で
十
分
な
連
携
を
行
う
こ
と
、
ま

た
、「
試
し
出
勤
制
度
」
等
を
導
入
す
る
場

合
に
は
、
人
事
労
務
管
理
上
の
位
置
づ
け

等
に
つ
い
て
労
使
間
で
十
分
に
検
討
を
行

い
、
あ
ら
か
じ
め
ル
ー
ル
を
定
め
て
お
く

こ
と
等
、
休
業
前
の
段
階
、
病
気
休
業
開

始
及
び
休
業
中
の
段
階
等
、
労
働
者
の
職

場
復
帰
の
各
段
階
に
お
い
て
、
職
場
復
帰

支
援
に
関
す
る
新
た
な
経
験
や
知
見
を
踏

ま
え
、
適
切
な
対
応
が
行
わ
れ
る
よ
う
主

と
し
て
次
の
変
更
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

心
の
健
康
問
題
で
休
業
し
て
い
る
労
働

者
が
円
滑
に
職
場
に
復
帰
し
、
業
務
が
継

続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
職
場

復
帰
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
や
関
連
規

程
の
整
備
等
に
よ
り
、
休
業
の
開
始
か
ら

通
常
業
務
へ
の
復
帰
ま
で
の
流
れ
を
あ
ら

か
じ
め
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
基
本
的
考
え
方
と

し
て
明
記
し
ま
し
た
。

 　

病
気
休
業
期
間
中
に
お
い
て
も
、
休
業

者
に
接
触
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
結
果
を

も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

場
合
に
は
、
精
神
的
な
孤
独
、
復
職
で
き

る
か
と
い
う
不
安
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
等

で
本
人
が
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
に
関

し
て
、
十
分
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
。

　

主
治
医
に
よ
る
職
場
復
帰
の
判
断
は
、

病
状
の
回
復
の
程
度
に
よ
っ
て
職
場
復
帰

の
可
能
性
を
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
、
職
場
で
求
め
ら
れ
る
業
務
遂

行
能
力
ま
で
回
復
し
て
い
る
か
否
か
の
判

断
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
こ

と
を
明
記
し
ま
し
た
。

　

職
場
復
帰
前
に
「
試
し
出
勤
制
度
」
を

導
入
す
る
場
合
は
、
そ
の
人
事
労
務
管
理

上
の
位
置
づ
け
等
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め

労
使
間
で
十
分
に
検
討
し
て
お
く
と
と
も

に
、
事
業
場
で
あ
ら
か
じ
め
ル
ー
ル
を
定

め
て
お
く
こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
。

　

心
の
健
康
問
題
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で

あ
る
か
の
判
断
は
、
多
く
の
事
業
場
に
と

っ
て
困
難
で
あ
る
こ
と
、
心
の
健
康
問
題

を
抱
え
て
い
る
労
働
者
へ
の
対
応
は
、
ケ

ー
ス
ご
と
に
柔
軟
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
主
治
医
と
の
連
携
を
図
る
こ
と

を
明
記
し
ま
し
た
。

　　　

厚
生
労
働
省
で
は
、
経
営
ト
ッ
プ
に
対

す
る
指
導
、
個
別
の
事
業
場
に
対
す
る
指

導
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
支
援
等
を
通
じ
、
各
事
業
場
に

お
い
て
、
心
の
健
康
問
題
の
予
防
か
ら
職

場
復
帰
ま
で
、
各
段
階
に
お
け
る
対
策
が

着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊ 

な
お
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務

内
容
は
、
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

  http://w
w
w
.rofuku.go.jp/sanpo/eap/index.htm

l　

＊  

１４
ペ
ー
ジ
に
一
覧
表
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

＊ 

な
お
、
改
訂
版
の
職
場
復
帰
支
援
の
手
引
き
は
、
以
下

の
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

  http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/bunya/roudoukijun/anze
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職業ストレスとメンタルヘルス特 集

〒060-0001 札幌市中央区北１条西７丁目 プレスト１／７ビル２階 

〒030-0862 青森市古川2-20-3 朝日生命青森ビル8Ｆ 

〒020-0045 盛岡市盛岡駅西通2-9-1 マリオス12Ｆ 

〒980-6012 仙台市青葉区中央4-6-1 住友生命仙台中央ビル12Ｆ 

〒010-0001 秋田市中通2-3-8 アトリオンビル8Ｆ 

〒990-0031 山形市十日町1-3-29 山形殖銀日生ビル6Ｆ　 

〒960-8031 福島市栄町6-6 ユニックスビル9Ｆ 　 

〒310-0021 水戸市南町1-3-35 水戸南町第一生命ビルディング4Ｆ 

〒320-0033 宇都宮市本町4-15 宇都宮ＮＩビル７Ｆ 

〒371-0022 前橋市千代田町1-7-4 （財）群馬メディカルセンタービル2Ｆ 

〒330-0063 さいたま市浦和区高砂2-2-3 さいたま浦和ビルディング2Ｆ 

〒260-0013 千葉市中央区中央3-3-8 日本生命千葉中央ビル8F 

〒102-0075 千代田区三番町6-14 日本生命三番町ビル3Ｆ 

〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町3-29-1  第6安田ビル3F 

〒951-8055 新潟市中央区礎町通二ノ町2077 朝日生命新潟万代橋ビル6Ｆ 

〒930-0856 富山市牛島新町5-5 インテックビル9Ｆ 　 

〒920-0031 金沢市広岡3-1-1 金沢パークビル9Ｆ 

〒910-0005 福井市大手2-7-15 明治安田生命福井ビル5Ｆ 

〒400-0031 甲府市丸の内3-32-11 住友生命甲府丸の内ビル4Ｆ　 

〒380-0936 長野市岡田町215-1 日本生命長野ビル3Ｆ 

〒500-8844 岐阜市吉野町6-16 大同生命・廣瀬ビル11Ｆ 

〒420-0851 静岡市葵区黒金町59-6 大同生命・静岡ビル6Ｆ 

〒460-0008 名古屋市中区栄4-15-32 日建・住生ビル7Ｆ 

〒514-0003 津市桜橋2-191-4 三重県医師会ビル5Ｆ 

〒520-0047 大津市浜大津1-2-22 大津商中日生ビル8Ｆ 

〒604-8186 京都市中京区車屋御池下ル梅屋町361-1 アーバネックス御池ビル東館7Ｆ 

〒540-0033 大阪市中央区石町2-5-3 エル・おおさか南館9Ｆ 

〒651-8555 神戸市中央区御幸通６-１-２０ 三宮山田東急ビル8Ｆ 

〒630-8115 奈良市大宮町1-1-15 ニッセイ奈良駅前ビル3Ｆ 

〒640-8157 和歌山市八番丁11 日本生命和歌山八番丁ビル6Ｆ 

〒680-0846 鳥取市扇町7 鳥取フコク生命駅前ビル3Ｆ 

〒690-0887 松江市殿町111 松江センチュリービル5Ｆ 

〒700-0907 岡山市北区下石井2-1-3 岡山第一生命ビル12F 

〒730-0013 広島市中区八丁堀16-11 日本生命広島第2ビル4Ｆ 

〒753-0051 山口市旭通り2-9-19 山建ビル4Ｆ 

〒770-0847 徳島市幸町3-61 徳島県医師会館3Ｆ 

〒760-0025 高松市古新町2-3 三井住友海上高松ビル4Ｆ 

〒790-0011 松山市千舟町4-5-4 松山千舟４５４ビル2Ｆ 

〒780-0870 高知市本町4-2-40 ニッセイ高知ビル4Ｆ 

〒812-0016 福岡市博多区博多駅南2-9-30 福岡メディカルセンタービル1Ｆ 

〒840-0816 佐賀市駅南本町6-4 佐賀中央第一生命ビル8Ｆ 　 

〒850-0862 長崎市出島町1-14 出島朝日生命青木ビル8Ｆ 

〒860-0806 熊本市花畑町1-7 MY熊本ビル8Ｆ 

〒870-0046 大分市荷揚町3-1 第百・みらい信金ビル7Ｆ 

〒880-0806 宮崎市広島1-18-7 大同生命宮崎ビル6Ｆ 

〒890-0052 鹿児島市上之園町25-1 中央ビル4Ｆ 

〒901-0152 那覇市字小禄1831-1 沖縄産業支援センター7Ｆ 

 

011-242-7708 

017-731-3682 

019-652-1466 

022-267-4671 

018-836-3967 

023-674-0770 

024-529-6150 

029-300-6030 

028-650-2295 

027-289-3110 

048-815-5777 

043-202-3640 

03-5211-4483 

045-410-4761 

025-201-9121 

076-441-6671 

076-265-3886 

0776-27-6417 

055-220-7040 

026-223-0410 

058-264-0562 

054-260-5800 

052-242-0739 

059-213-6388 

077-526-8282 

075-212-7789 

06-6944-0971 

078-221-1595 

0742-25-3103 

073-488-7310 

0857-20-2039 

0852-59-5804 

086-212-1266 

082-223-6617 

083-941-5477 

088-656-3016 

087-813-0230 

089-915-1710 

088-855-3061 

092-986-4621 

0952-22-7745 

095-828-3600 

096-359-9570 

097-533-8300 

0985-22-7626 

099-802-1695 

098-859-3648 

 

http://www1.biz.biglobe.ne.jp/̃sanpo01/　E-mail:mentalsp01@xqg.biglobe.ne.jp 

http://www.sanpo02.jp/mental/mental.html　E-mail:mental-shien@sanpo02.jp 

http://www.sanpo03.jp/　E-mail:iwate@sanpo03.jp 

http://mentalmiyagi.jp/　E-mail:kenkou@mentalmiyagi.jp 

http://akitasanpo.jp/　E-mail:menta@akitasanpo.jp 

http://www.yamagata-mentalshien.jp/　E-mail:soudan@yamagata-mentalshien.jp 

http://www.sanpo07.jp/　E-mail:cocoro@sanpo07.jp 

http://www.ibaraki-sanpo.jp/mental-sien/　E-mail:mental-sien@ibaraki-sanpo.jp 

http://www.tochigisanpo.jp/information/025.html　E-mail:mental@tochigisanpo.jp 

http://www.gummasanpo.jp/　E-mail:sanpo10@gummasanpo.jp 

http://www.saitama-sanpo.jp/　E-mail:mental@saitama-sanpo.jp 

http://www.chiba-sanpo.jp/sien/index.htm　E-mail:mental-sien@chiba-sanpo.jp 

http://www.sanpo-tokyo.jp/　E-mail:mentalshien@sanpo-tokyo.jp 

http://www.sanpo-kanagawa.jp/sien.html　E-mail:mental-sien@sanpo-kanagawa.jp 

http://www.sanpo15.jp/mental-shien/index.html　E-mail:mental-shien@sanpo15.jp 

http://www.toyamasanpo-mental-shien.jp/　E-mail:mental-sanpo16@kna.biglobe.ne.jp 

http://www.ishikawa-sanpo.jp/　E-mail:kokoro@ishikawa-sanpo.jp 

http://www1.biz.biglobe.ne.jp/̃sanpo18/　E-mail:kokorofukui@xvh.biglobe.ne.jp 

http://sanpo19.jp/mental/　E-mail:mental-yamanashi@sanpo19.jp 

http://www.nagano-sanpo.jp/sien/　E-mail:mental-sien@nagano-sanpo.jp 

http://www.sanpo21.jp/mentalsien.html　E-mail:mental@sanpo21.jp 

http://www.shizuokasanpo.jp/sien/index.htm　E-mail:mental-sien@shizuoka-sanpo.jp 

http://sanpo23.jp/　E-mail:mental@sanpo23.jp　 

http://www.miesanpo.jp/　E-mail:mental@miesanpo.jp 

http://www.shigasanpo.jp/15mental/index.html　E-mail:mentalsoudan@shigasanpo.jp 

http://www1.biz.biglobe.ne.jp/̃sanpo26/mental/index.htm　E-mail:mental@ia1.itkeeper.ne.jp 

http://www.osakasanpo.jp/　E-mail:osakamental@kza.biglobe.ne.jp 

http://hyogo-sanpo.jp/　E-mail:info.mentalhealth@hyogo-sanpo.jp 

http://www.nara-sanpo.jp/　E-mail:mental@nara-sanpo.jp 

http://www.naxnet.or.jp/̃sangyo-1/mental-shien-senter.htm　E-mail:mental-sien@nifty.com 

http://www1.biz.biglobe.ne.jp/̃sanpo31/　E-mail:mental@tottori-sanpo.jp 

http://www.shimanesanpo.jp/mental/index.html　E-mail:mentalshien@shimanesanpo.jp 

http://www.okayama-sanpo.jp/　E-mail:mentalshien@okayama-sanpo.jp 

http://www.hiroshima-sanpo.jp/　E-mail:kokoro@hiroshima-sanpo.jp 

http://www.yamaguchi-sanpo.jp/mentalhealth-center.html　E-mail:support@yamaguchi-sanpo.jp 

http://www.tokushima-sanpo.jp/　E-mail:awa@tokushima-sanpo.jp 

http://kagawa-sanpo.jp/mental.html　E-mail:mental@kagawa-sanpo.jp 

http://ehime-sanpo.jp/siensenta.htm　E-mail:mental@ehime-sanpo.jp 

http://www.kochisanpo.jp/mental/　E-mail:mental@kochisanpo.jp 

http://ww2.tiki.ne.jp/̃suishin/11mental_health.html　E-mail:mental-f@hya.bbiq.jp 

http://www1.biz.biglobe.ne.jp/̃sanpo41/　E-mail:mental41@carol.ocn.ne.jp 

http://mental.nagasaki-sanpo.jp/　E-mail:mental@nagasaki-sanpo.jp 

http://www.kumamoto-sanpo.jp/shien/index.html　E-mail:mental-shien43@kumamoto-sanpo.jp 

http://www.oita-sanpo.jp/sien/index.htm　E-mail:mental@oita-sanpo.jp 

http://www.sanpomiyazaki.jp/　E-mail:mentaltaisaku@clear.ocn.ne.jp 

http://www.sanpo-kagoshima.jp/mental/　E-mail:mental-kagoshima46@izm.bbiq.jp 

http://www.sanpo47.jp/　E-mail:mental@sanpo47.jp 
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全国のメンタルヘルス対策支援センター　一覧
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職場のメンタルヘルス支援施設

労災病院　勤労者メンタルヘルスセンター

　勤労者メンタルヘルスセンターは、全国１４カ所の労災病院＊に設置されています。勤労者のメンタ
ルヘルスに関する需要に総合的に対応するため、健康管理を含めた心身医学分野の総合的医療を提供
し、①職場でのストレス及びストレスに起因する諸症状、②心の健康問題を対象としています。

１　ストレス関連疾患の診療、相談等
　①　ストレス等に起因する身体の失調に対する診療

　②　身体の失調の原因となった心の健康回復に必要な

　　　相談

　③　産業医との連携による職場への適応についての

　　　指導等

２　メンタルヘルスに関する研究
　①　産業医との協力による、職場ストレスに起因する

　　　疾病についての研究

　②　海外赴任者のストレスについての研究

業務内容

３　勤労者、医療従事者等を対象とした講習、研修等
　①　勤労者のストレス予防に関する講習

　②　企業の健康管理担当者に対する管理上の

　　　注意・予防に関する講習

　③　産業医、産業保健師等に対する専門研修

４　ストレスドック、リラクゼーション部門の開設等
　①　ストレスドックによるストレスの早期発見及び

　　　健康指導

　②　音楽療法によるリラクゼーション体験

　③　治療を要しないストレス保有者に対する

　　　カウンセリング

＊【労災病院】

労災病院は、独立行政法人労働者健康福祉機構により設置・運営され、勤労者医療の中核的役割を担うため、働く人々の職業生活を医療の面から支えると
いう理念の下、①予防から治療、リハビリテーション、職場復帰に至る一貫した高度・専門的医療の提供、②職場における健康確保のための活動への支援
を行い、労働政策の推進に寄与しています。
全国に32の労災病院があり（総合せき損センター及び吉備高原医療リハビリテーションセンター含む）、 総病床数13,358床のベッドを有し、最新の高度な
医療を地域住民にも広く提供し、地域の中核病院としての役割も果たしています。

設置病院一覧 
 

釧路労災病院 

青森労災病院 

東北労災病院 

福島労災病院 

鹿島労災病院 

関東労災病院 

横浜労災病院 

中部労災病院 

関西労災病院 

山陰労災病院 

中国労災病院 

山口労災病院 

香川労災病院 

九州労災病院 

〒085-8533 北海道釧路市中園町13-23 

〒031-8551 青森県八戸市白銀町字南ケ丘1 

〒981-8563 宮城県仙台市青葉区台原4-3-21 

〒973-8403 福島県いわき市内郷綴町沼尻3 

〒314-0343 茨城県神栖市土合本町1-9108-2  

〒211-8510 神奈川県川崎市中原区木月住吉町1-1 

〒222-0036 神奈川県横浜市港北区小机町3211 

〒455-0018 愛知県名古屋市港区港明1-10-6 

〒660-8511 兵庫県尼崎市稲葉荘3-1-69 

〒683-8605 鳥取県米子市皆生新田1-8-1 

〒737-0193 広島県呉市広多賀谷1-5-1 

〒756-0095 山口県山陽小野田市大字小野田1315-4  

〒763-8502 香川県丸亀市城東町3-3-1 

〒800-0296 福岡県北九州市小倉南区葛原高松1-3-1 

0154-22-7191 

0178-33-1551 

022-275-1111 

0246-26-1111 

0479-48-4111 

044-411-3131 

045-474-8111 

052-652-5511 

06-6416-1221 

0859-33-8181 

0823-72-7171 

0836-83-2881 

0877-23-3111 

093-471-1121 

http://www.kushiroh.rofuku.go.jp/ 

http://www.aomorih.rofuku.go.jp/ 

http://www.tohokuh.rofuku.go.jp/ 

http://www.fukushimah.rofuku.go.jp/ 

http://www.kashimah.rofuku.go.jp/ 

http://www.kantoh.rofuku.go.jp/ 

http://www.yokohamah.rofuku.go.jp/ 

http://www.chubuh.rofuku.go.jp/ 

http://www.kansaih.rofuku.go.jp/ 

http://www.saninh.rofuku.go.jp/ 

http://www.chugokuh.rofuku.go.jp/ 

http://www.yamaguchih.rofuku.go.jp/ 

http://www.kagawah.rofuku.go.jp/ 

http://www.kyushuh.rofuku.go.jp/ 

所在地 病院名 電話（代表） URL
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金
型
の
仕

上
げ
の
工
程
、
特
に
金
型
を
鏡
の
面
の
よ
う

　
│
│
金
型
作
り
の
道
に
進
ま
れ
た
の
に
は
何

か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

高
橋　

卒
業
し
た
中
学
の
先
生
に
勧
め
ら
れ

る
ま
ま
、
金
型
作
り
の
会
社
に
就
職
し
た
と

い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
当
時
は
終

戦
か
ら
１０
年
余
り
経
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
世
の
中
は
不
安
定
な
状
態
で
し
た

し
、
今
と
違
い
就
職
に
関
す
る
情
報
も
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
就
職
す
る
こ
と

も
、
厳
し
い
時
代
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
だ
か
ら
、
自
分
が
ど
ん
な
方
面
に
進
め

たかはし・けんじ●昭和16年、神奈川県生まれ。少年時代を疎開
先である宮城県で過ごす。中学校卒業後、東京の金型製作会社に
就職。後に先輩社員が設立した会社に移り、30歳前後で独立し金
型製作の会社を経営。その後、個人事業者として金型鏡面磨きを
中心に仕事を請け負う。挟み変え不要のしおり「スワンタッチ」
を開発し、昭和61年「婦人発明家協会なるほど賞」を受賞。「ス
ワンタッチ」で平成15年度「板橋製品技術大賞」優秀賞受賞。安
全に爪を削ることができる「うす削り」で平成17年度にも同賞を
受賞している。屋号はタカハシ金型サービス。

自分の技術を信じ、
地道に歩むことが大切

高橋健司さんは中学卒業以来、金型職人としての道を歩んできました。
金型製作の会社を経営したこともありますが、結局、職人としての仕事に専念するようになります。

それがこれまでなかった「スワンタッチ」や「うす削り」の開発に結びつき、
60歳を過ぎてから高い評価を受けるようになりました。

● 金型職人 高橋健司さん

５０
年
以
上
に
わ
た
り
、

金
型
職
人
と
し
て
歩
み
続
け
る

●「しごとインタビュー」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。
（（社）雇用問題研究会ホームページ）http://www.koyoerc.or.jp/sigoto.html
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戴
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
…
。
そ
の

後
、
改
良
を
重
ね
て
自
分
で
「
こ
れ
な
ら
」

と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ず
っ
と
後

の
こ
と
で
す
。
ス
ワ
ン
タ
ッ
チ
は
自
分
の
子

ど
も
や
孫
の
よ
う
に
愛
情
を
注
ぎ
、
育
て
て

き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

│
│
ス
ワ
ン
タ
ッ
チ
を
開
発
す
る
過
程
で
、

ど
ん
な
苦
労
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

高
橋　

ス
ワ
ン
タ
ッ
チ
を
見
た
方
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
型
抜
き
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
射
出
成
形
と
い

う
方
法
で
作
っ
て
い
る
の
で
す
。
射
出
成
形

と
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料
を
金
型
に
流

し
込
み
、
冷
却
さ
せ
て
製
品
を
作
る
こ
と
で

す
。
型
抜
き
で
は
切
断
の
跡
が
残
り
滑
ら
か

に
な
ら
な
い
の
で
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
き

に
支
障
が
あ
り
ま
す
。
通
常
の
射
出
成
形
で

は
一
カ
所
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料
を
金

型
に
流
し
込
み
ま
す
が
、
ス
ワ
ン
タ
ッ
チ
の

場
合
は
２
カ
所
か
ら
流
し
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
す
る
こ
と
で
ほ
ど
よ
い
弾
力
が
生
ま

れ
、
ペ
ー
ジ
を
ス
ム
ー
ズ
に
め
く
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　

し
か
し
開
発
を
始
め
て
か
ら
し
ば
ら
く

の
間
は
適
し
た
樹
脂
が
な
く
、
金
型
に
う
ま

く
流
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
流
れ
た
と
し
て
も

周
囲
に
バ
リ
が
で
き
て
し
ま
う
。
ま
た
ペ
ー

ジ
を
ス
ム
ー
ズ
に
め
く
る
の
に
は
、
厚
さ
は

０
・
５
ミ
リ
以
下
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
問
題
を
な
か
な
か
解
決
で
き

ず
、
納
得
で
き
る
形
に
す
る
ま
で
に
は
１０
年

に
磨
き
上
げ
て
仕
上
げ
る
「
鏡
面
磨
き
」
を

中
心
に
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
生
活
が
落

ち
着
き
、
家
内
と
旅
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
６０
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
す
ね
。
も
う

６０
代
の
後
半
に
か
か
り
ま
す
が
、
今
は
好
き

な
仕
事
が
で
き
て
と
て
も
幸
せ
で
す
。

│
│
そ
う
し
た
仕
事
の
合
間
に
、
挟
み
変
え

る
必
要
の
な
い
し
お
り
で
あ
る
「
ス
ワ
ン
タ

ッ
チ
」
を
開
発
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

高
橋　

私
は
本
を
読
む
の
が
好
き
で
、
会
社

勤
め
を
し
て
い
た
こ
ろ
は
通
勤
電
車
の
中
は

読
書
の
時
間
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
と
き
ど
き

眠
っ
て
し
ま
い
、
ど
こ
ま
で
読
ん
だ
の
か
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
少

な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
何
か
う
ま
い
方
法
は

な
い
か
と
考
え
続
け
て
い
ま
し
た
。
実
際
に

形
に
な
り
、
発
明
展
に
出
展
し
て
賞
を
い
た

だ
い
た
の
は
昭
和
６１
年
の
こ
と
で
す
。
会
社

試
行
錯
誤
を
重
ね
、

納
得
で
き
る
製
品
を
作
る

を
た
た
ん
だ
直
後
く
ら
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

　

当
時
は
ま
だ
形
も
不
細
工
で
、
使
い
勝
手

も
い
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら

発
明
展
で
賞
を
い
た
だ
い
て
も
販
売
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
と
え
他
の
人
が
「
こ
れ
で

十
分
だ
」
と
言
っ
て
も
、
私
は
自
分
が
納
得

す
る
ま
で
は
販
売
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
自
分
が
納
得
で
き
な
い
物
で
お
金
を
頂

特許を取得している「スワンタッチ」。裏には両面テープが貼ってあり、それを本の最後の見返しの上部に
貼りつけ、くちばし部分を所定のページに挟む。するとページをめくるたびに、自動的にくちばし部分が
移動する。両面テープは何度でも付け替えができる。
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以
上
か
か
り
ま
し
た
。
私
に
金
型
作
り
の
技

術
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
ス
ワ
ン
タ
ッ
チ
は
大
変
な
人
気
で
、
今

で
は
大
手
の
生
活
用
品
チ
ェ
ー
ン
や
有
名
文

房
具
店
な
ど
の
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
方
々
の
店
舗
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
橋　

と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
ね
。

発
売
当
初
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
あ
る
新
聞
が
ス
ワ
ン
タ
ッ
チ
を
取

り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

人
気
が
出
て
、
や
が
て
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ

ア
が
注
目
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
大
手
の
生
活
用
品
チ
ェ
ー
ン
や
有
名
文

房
具
店
で
扱
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

た
の
も
、
様
々
な
方
の
後
押
し
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
私
一
人
だ
け
の
力
で
は
と
て
も
難

し
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

│
│
ス
ワ
ン
タ
ッ
チ
を
開
発
し
た
こ
と
で
、

ど
ん
な
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
か
。

高
橋　

ス
ワ
ン
タ
ッ
チ
を
お
店
に
置
い
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
お
話
が
あ
っ
た
と
き
は
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
置
い
て
い

た
だ
け
る
だ
け
で
も
幸
せ
で
し
た
。
そ
れ
で

も
世
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
て

も
不
安
で
、
店
を
訪
れ
、
物
陰
か
ら
ス
ワ
ン

タ
ッ
チ
が
置
い
て
あ
る
棚
を
見
つ
め
、
お
客

様
が
そ
の
棚
に
近
づ
く
た
び
に
「
買
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
心
の
中
で
叫
ん
で
い
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
他
の
お
店
か
ら
「
う
ち
に
も

納
入
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
お
話
が
あ
っ
た

と
き
は
、
「
や
っ
た
あ
！！
」
と
い
う
思
い

が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
使
わ
れ

た
方
か
ら
「
と
て
も
便
利
で
使
い
勝
手
が
よ

い
」
と
い
う
よ
う
な
お
手
紙
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
ス
ワ
ン
タ
ッ
チ

を
実
際
に
使
わ
れ
た
方
た
ち
が
ブ
ロ
グ
な
ど

で
感
想
を
書
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
さ
ら
に

評
判
が
広
ま
り
ま
し
た
。
孫
た
ち
が
学
校
か

ら
帰
っ
て
き
て
「
じ
い
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
も

の
を
先
生
が
使
っ
て
い
た
」
と
誇
ら
し
げ
に

話
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ス
ワ
ン

タ
ッ
チ
は
、
私
だ
け
で
な
く
周
り
の
人
間
も

幸
せ
に
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
ね
。

　

ス
ワ
ン
タ
ッ
チ
を
開
発
す
る
ま
で
人
様
に

お
褒
め
い
た
だ
く
な
ん
て
こ
と
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
は
ス
ワ
ン
タ

ッ
チ
を
開
発
し
た
お
か
げ
で
と
て
も
幸
せ
で

す
。
そ
ん
な
今
の
私
が
あ
る
の
も
、
お
金
儲

け
に
走
ら
ず
、
様
々
な
人
々
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
自
分
の
技
術
を
信
じ
て
コ
ツ
コ

ツ
と
地
道
に
歩
ん
で
き
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
。

│
│
福
祉
施
設
に
ス
ワ
ン
タ
ッ
チ
の
販
売
用

セ
ッ
ト
を
作
っ
て
も
ら
い
、
販
売
権
も
無

償
で
付
与
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す

ね
。

高
橋　

近
く
の
福
祉
施
設
に
通
う
障
害
が
あ

る
子
ど
も
た
ち
に
、
ス
ワ
ン
タ
ッ
チ
を
台
紙

に
貼
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
ほ
か
、
シ
ー
ル
や

両
面
テ
ー
プ
の
貼
付
、
さ
ら
に
袋
詰
め
も
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
き
れ
い
に
仕
上

コ
ツ
コ
ツ
と
自
分
の
仕
事
に

取
り
組
ん
だ
か
ら
こ
そ
の
幸
せ

ポケットに入っていた５円玉の穴に指が当たったことから発想したという「うす削り」。上部にある
穴の内側にはやすりがつけられている。穴に爪先を当て、うす削りを軽く移動すると爪を削ることが
できる。刃は鈍角になっているために皮膚を傷めにくい。刃が磨耗して削れなくなったら、逆さにし
てサンドペーパーで磨けば半永久的に使える。
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げ
て
く
れ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
お
客
様
へ
お

送
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
助
か
っ
て
い

ま
す
。
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
を
さ
ら
に

サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら
、
昨

年
4
月
に
は
施
設
が
販
路
を
開
拓
し
て
独
自

に
販
売
で
き
る
よ
う
に
「
特
許
権
等
許
諾
契

約
」
を
結
び
ま
し
た
。
施
設
は
実
際
に
販
路

を
開
拓
し
、
売
り
上
げ
も
得
て
い
ま
す
。
ま

た
ス
ワ
ン
タ
ッ
チ
製
作
に
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
そ
れ
ま
で
休
み
が
ち
だ
っ
た
子
ど
も

も
積
極
的
に
施
設
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
と

う
か
が
い
ま
し
た
。
お
役
に
立
て
て
私
も
う

れ
し
い
で
す
ね
。

│
│
深
爪
せ
ず
に
爪
を
研
ぐ
「
う
す
削
り
」

も
開
発
さ
れ
ま
し
た
ね
。

高
橋　

視
覚
障
害
者
が
自
分
で
爪
を
切
る
と

深
爪
す
る
こ
と
が
多
く
、
危
険
で
あ
る
と
い

う
話
を
聞
い
て
何
と
か
で
き
な
い
か
と
考

え
、
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
う
す
削
り

に
爪
先
を
当
て
て
、
軽
く
動
か
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
爪
が
削
れ
ま
す
。
う
す
削
り
も
試
行

錯
誤
を
重
ね
て
、
現
在
の
よ
う
な
形
に
な
り

ま
し
た
。
納
得
で
き
る
形
に
な
っ
た
の
で
、

今
年
か
ら
本
格
的
に
売
り
出
そ
う
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
す
で
に
点
字
図
書
館
な
ど
で
は

使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

│
│
近
年
、
若
い
人
た
ち
は
な
か
な
か
仕
事

に
就
か
な
か
っ
た
り
、
就
職
し
て
も
短
期
間

で
会
社
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
り
と
い
う
傾
向

が
あ
る
よ
う
で
す
。
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

高
橋　

私
を
含
め
、
年
配
者
に
大
き
な
責
任

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
か
つ
て

は
先
輩
た
ち
が
若
い
後
輩
を
居
酒
屋
に
誘

い
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
悩
み
を
聞
く

な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま

し
た
。
近
頃
は
年
配
者
が
そ
う
し
た
若
者
を

避
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
若
い
人
に
と
っ
て
大
切
な
の

は
自
分
に
投
資
す
る
こ
と
で
す
。
安
易
な
金

儲
け
な
ど
に
走
っ
た
り
せ
ず
、
見
聞
を
広
め

人
間
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
き
っ
と
自
分

に
返
っ
て
き
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

│
│
大
不
況
の
中
で
中
小
企
業
は
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ご
経
験
か
ら
中
小
企

業
主
は
ど
の
よ
う
な
心
構
え
を
す
れ
ば
よ
い

と
思
わ
れ
ま
す
か
。

高
橋　

多
く
の
中
小
企
業
の
経
営
者
は
、
仕

事
を
得
る
た
め
に
自
社
の
技
術
を
安
売
り
し

て
、
発
注
主
の
言
い
値
で
注
文
を
受
け
て
し

ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
私
も
中
小
企
業
の

経
営
者
だ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
が
そ
う
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
は
痛
い
ほ
ど
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
結
局
自
分
た
ち
の
首
を
絞

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
発
注

主
の
言
い
値
で
仕
事
を
引
き
受
け
て
し
ま
う

と
、
そ
れ
が
相
場
と
な
り
、
自
分
も
同
業
の

仲
間
も
苦
し
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

苦
し
く
と
も
仲
間
と
手
を
携
え
、
自
社
の
技

術
を
安
売
り
し
な
い
よ
う
に
歯
を
食
い
し
ば

っ
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

　

中
小
企
業
は
い
ざ
と
い
う
と
き
に
臨
機

応
変
に
対
応
で
き
る
し
、
機
械
以
上
に
見

事
な
製
品
を
仕
上
げ
る
「
腕
」
を
持
つ
職
人

た
ち
も
大
勢
い
ま
す
。
絶
え
ず
改
良
を
加
え

つ
つ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
え
れ
ば
中
小
・
零
細

企
業
で
も
大
企
業
に
十
分
に
対
抗
で
き
る
。

む
し
ろ
中
小
・
零
細
企
業
の
ほ
う
が
、
効
率

よ
く
仕
事
が
で
き
、
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

に
は
経
営
者
と
従
業
員
と
の
信
頼
関
係
を
築

き
、
会
社
の
経
営
が
苦
し
い
と
き
で
も
が
ん

ば
っ
て
く
れ
る
人
材
を
育
て
る
努
力
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
腕
が
よ
い
職
人
の
心
に
宿

る
「
職
人
魂
」
は
そ
う
し
た
環
境
で
培
わ
れ

る
と
思
う
の
で
す
。

職
人
魂
が
培
わ
れ
る

中
小
企
業
に
未
来
が
あ
る

うす削りの仕上げを確認する。一つひとつを丁寧に仕上げることが、高橋さんのモットーだ。
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地域若者サポートステーション

　教育訓練を受けず、また働いていない、いわゆるニート等の若者の数は、平成２０年において約６４万人と、この数年間

高い水準で推移しているところです。　　

　厚生労働省職業能力開発局では、こうしたニート等の若者の職業的自立支援を図るために、地域若者サポートステー

ションを全国に設置しています。

　地域若者サポートステーションの特徴は、国と地方の協働により設置していることです。地域の主導により、教育機

関や保健・福祉機関等の若者支援機関から成るネットワークを構築するとともに、その拠点となる地域若者サポートス

テーションにおいて、個々の若者の状況に応じた専門的な相談や、ネットワークを活用した適切な機関への誘導など、

多様な就労支援メニューを行っています。

　地域若者サポートステーションは、平成１８年度に全国２５カ所に設置されて以来、順次その数を増やしてまいりまし

た。平成２１年度は、全国の県庁所在地や政令指定都市、中核市等の９２カ所に設置しています。

　地域若者サポートステーションの主な事業は以下のとおりです。　

地域からの、支援が必要な 
若者の誘導 

支援が必要な若者 

ネットワークを活用した若者の職業的自立支援の流れ 
 
 

地域若者サポートステーション 総括コーディネーター（国） 

キャリア・ 
コンサルタント（国） 

臨床心理士等 
（地方自治体） 
 

・相談支援事業（国） 
・いつでもどこでもサポートモデル事業(国) 
・職業意識啓発事業（地方自治体） 
・ネットワーク事業（地方自治体） 
 

若者自立支援中央センター 
・技能向上研修 
・情報交換会 
・情報収集、提供　等 

地域資源を活用した支援 

地
域
に
お
け
る
若
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 

教育機関等 

保健・福祉機関 
・社会適応訓練 
・引きこもり相談 
 

地方自治体の支援プログラム 
・セミナー、キャリア相談会 
・農業体験　　　　　　等 
 若者自立塾 

地域社会 
・自治会、町内会　等 

 

NPO等の支援プログラム 
・就労基礎訓練 　　　　　 
・ボランティア活動　等　　 

就労支援機関へのリファー 
・ハローワーク、職業訓練等 
 

就　　労 
 

① ネットワーク事業

　 地域における若者支援関係機関のネットワークを構築

し、支援対象者の把握や、その状況に応じたきめ細か

な対応を連携して行っています。

② 相談支援事業

　 支援対象者には、キャリアコンサルタントによる総合

的な相談支援を行い、最初の相談から自立支援まで一

貫した支援を行っています。メンタル面でのサポート

が必要な若者には、併せて臨床心理士等によるカウン

セリングを行います。

③ 支援プログラム

　 就労経験のない若者や、働く意欲が芽生え始めた若者

に対して、ごく短時間での就業体験等を実施し、「働

く」体験による気づきや意欲の向上を目指します。本

人の段階に応じて、短時間トレーニングの組み合わせ

や、長期継続的な職場体験なども行います。

④ 保護者へのサポート

　 保護者に対しても、セミナーや個別面談を行い、若者

への接し方の指導、保護者自身の悩みへの対応など、

必要な支援を行っています。

⑤ 他の若者支援機関との連携

　 他の若者支援機関と恒常的な連携を保ち、地域全体で

若者一人一人に適した支援を継続的に行っています。

　　　　　 厚生労働省職業能力開発局育成支援課キャリア形成支援室

詳しくは、「若者自立電話相談室」にお問い合わせください。
　フリーダイヤル　０１２０－３４０－６０５　
　受付時間　平日９：３０～１２：００　１３：００～１７：００
キャリアコンサルタントがご相談に応じます。
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討議のゆくえ

企
業
研
修
の
現
場
か
ら 

④

組織開発コンサルティング
能力開発インストラクター

平山　豊

　

当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
企
業
研
修
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い

る
。
一
昔
前
は
、
講
義
主
体
の
も
の
が
多
か

っ
た
が
、
最
近
で
は
、
講
義
に
グ
ル
ー
プ
討

議
、
自
己
診
断
、
組
織
診
断
、
実
習
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
体
験
型
学
習
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
い
わ
ば
知
識
教
育
か
ら
実
践
教
育

へ
の
変
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
企
業
に

お
け
る
「
能
力
主
義
的
人
事
制
度
」
か
ら
「
成

果
主
義
的
人
事
制
度
」
へ
の
移
行
と
も
重
な

る
。

　

今
や
企
業
研
修
に
は
不
可
欠
な
グ
ル
ー
プ

討
議
で
は
あ
る
が
、
討
議
時
間
中
、
居
眠
り
す

る
間
も
な
く
、
頭
を
フ
ル
に
働
か
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
講
者
の

評
価
は
高
い
。「
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
主

張
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
か
「
グ
ル
ー
プ

の
仲
間
か
ら
自
分
と
違
っ
た
考
え
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
」
な
ど
の
声
を
聞
く
と
、
ま
ん

ざ
ら
過
大
な
評
価
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
討
議
は
、
研
修
講
師
で
あ

る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
講
義
だ
け
で
は
知

る
こ
と
の
で
き
な
い
受
講
者
の
モ
ノ
の
考
え

方
、
対
人
関
係
の
あ
り
方
、
そ
れ
ら
を
形
成

し
て
い
る
人
材
育
成
や
組
織
風
土
の
実
態
を

理
解
す
る
た
め
の
機
会
で
も
あ
る
。

　

複
数
グ
ル
ー
プ
の
討
議
状
況
を
じ
っ
く

り
観
察
す
る
と
、
面
白
い
こ
と
を
発
見
す

る
。
そ
れ
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
特
徴
が
見

ら
れ
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
熱
血
リ
ー
ダ
ー

役
が
一
人
で
議
論
を
仕
切
り
、
そ
れ
に
対
し

て
他
の
メ
ン
バ
ー
は
、
特
に
異
議
を
唱
え
る

こ
と
な
く
（
表
面
的
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
）
、
従
順
に
従
う
グ
ル
ー
プ
、
討
議
の
手

順
や
進
め
方
に
つ
い
て
、
お
互
い
が
納
得
で

き
る
ま
で
議
論
し
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
と
り

な
が
ら
進
め
る
グ
ル
ー
プ
、
や
や
後
ろ
向
き

の
気
持
ち
で
、
時
間
ま
で
に
言
わ
れ
た
テ
ー

マ
を
何
と
か
こ
な
そ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
な

ど
様
々
な
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
に
当
て
は
め
て
み

る
と
、「
専
制
型
グ
ル
ー
プ
」、「
民
主
型
グ
ル

ー
プ
」
、「
放
任
型
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
討

議
結
果
の
善
し
悪
し
を
、
一
概
に
決
め
つ
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
メ
ン
バ
ー
全
員
の

充
実
し
た
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

自
由
闊
達
な
議
論
が
で
き
た
「
民
主
型
グ
ル

ー
プ
」
に
限
ら
れ
る
。「
専
制
型
グ
ル
ー
プ
」

で
満
足
げ
な
顔
を
し
て
い
る
の
は
熱
血
リ
ー

ダ
ー
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。

　

研
修
の
場
に
比
べ
て
、
よ
り
具
体
的
な
成

果
が
求
め
ら
れ
る
実
際
の
職
場
に
お
い
て

は
、
自
由
闊
達
な
討
議
が
で
き
る
場
作
り
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
と
り
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
の
熱
意
を

高
め
、
冷
静
な
議
論
を
展
開
で
き
る
能
力
が

リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
。

　　

グ
ル
ー
プ
討
議
を
実
施
す
る
際
、
研
修
講

師
が
神
経
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
真
剣
な
議
論
が
行

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
ら
ず
、
上
っ
面

の
議
論
や
耳
触
り
の
良
い
発
表
を
し
て
も
得

る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
研
修
の
た
め
の
研
修

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
時
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
の
輪
の
中
に
割
っ
て
入
っ

て
、
受
講
者
が
多
少（
？
）気
分
を
悪
く
す
る

よ
う
な
質
問
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。

効
果
て
き
め
ん
で
あ
る
。
人
は
腹
が
立
つ
と

真
剣
に
な
り
、
議
論
も
活
発
に
な
る
。
も
う

一
つ
は
、
本
質
を
押
さ
え
た
議
論
、
掘
り
下

げ
た
議
論
、
具
体
的
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
職
場
の

改
善
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
よ
く
見
ら
れ
る
例

は
、
問
題
の
本
質
が
見
え
て
い
な
い
、
原
因

の
掘
り
下
げ
が
不
十
分
で
、
根
本
原
因
（
真

因
）が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
、
ま
た
、
原
因

に
対
し
て
漠
然
と
し
た
対
策
し
か
立
て
ら
れ

て
い
な
い
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
書
く
と
、
皆
さ
ん
方
か
ら
「
そ

れ
は
新
入
社
員
ク
ラ
ス
か
中
堅
社
員
ク
ラ
ス

の
話
だ
ろ
う
！
」
と
の
質
問
が
飛
ん
で
き
そ

う
で
あ
る
が
、
現
実
は
、
管
理
社
員
ク
ラ
ス

の
研
修
で
も
起
き
て
い
る
か
ら
困
る
の
で
あ

る
。
企
業
研
修
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
時
間
内

で
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
グ
ル
ー

プ
討
議
に
な
る
と
、
知
っ
て
い
る
程
度
の

知
識
は
、
一
瞬
ど
こ
か
に
消
え
去
り
、
習
慣

化
さ
れ
た
モ
ノ
の
考
え
方
が
議
論
を
支
配
す

る
。
学
ん
だ
こ
と
を
行
動
に
移
す
こ
と
の
難

し
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

　

最
近
、
思
考
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
枠
組

み
）
を
数
多
く
持
つ
こ
と
を
推
奨
す
る
書
物
を

見
か
け
る
が
、
そ
の
前
に
、
目
的
・
手
段
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
、
４
Ｗ
１
Ｈ
と
い
っ
た

仕
事
を
進
め
る
上
で
の
基
本
と
論
理
的
な
モ

ノ
の
考
え
方
を
、
い
か
な
る
場
で
も
実
践
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
普
段
か
ら
「
考

え
る
力
」
を
鍛
え
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

討
議
の
ス
タ
イ
ル

討
議
で
見
え
る
普
段
の
姿
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学
生
を
取
り
巻
く
就
職
環
境
を
め
ぐ
り
、

企
業
が
求
め
る
学
生
像
が
「
協
調
性
」
か
ら

「
自
立
」
へ
と
変
化
す
る
中
で
、
本
学
で
は

２
０
０
０
年
４
月
か
ら
、
仕
事
・
職
業
を
含

め
た
自
立
し
た
個
人
と
し
て
の
自
分
ら
し
い

生
き
方
へ
の
気
づ
き
と
な
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
全
学
横
断
的
な

教
養
教
育
課
程
の
中
に
総
合
教
育
科
目
「
仕

事
と
人
生
」
を
開
講
し
て
以
降
、
０２
年
に
は

従
来
の
就
職
部
を
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
改

編
し
、
さ
ら
に
０５
年
に
は
コ
オ
プ
教
育
・
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
を
設
立
し
、
各

学
部
と
の
相
互
連
携
を
図
り
つ
つ
、
キ
ャ
リ

ア
支
援
教
育
に
取
り
組
み
今
日
に
至
っ
て
い

る
。

　　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
学
生
へ

の
個
別
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
重
視
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
企
業
が

求
め
る
学
生
像
が
変
化
し
、
早
期
離
職
率
も

上
昇
す
る
な
ど
の
状
況
が
生
ま
れ
る
一
方
で
、

学
生
は
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
早
期
か
ら
考
え

る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
未
成
熟
な
状
態
の
ま
ま
で
、
大
人
と

し
て
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ほ
ぼ
全

員
の
職
員
が
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資

格
を
有
し
、
学
生
の
多
様
な
相
談
内
容
に
対

し
、
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
る
。

　

０８
年
度
は
就
職
希
望
者
実
数
２
７
０
０
名

か
ら
、
延
べ
８
千
件
に
上
る
相
談
を
受
け
、
最

立教大学　キャリアセンター

副部長　山下恭弘

繁
忙
期
に
は
夜
９
時
過
ぎ
ま
で
対
応
し
て
き

た
。

　

相
談
対
象
の
多
く
は
３
、
４
年
次
生
で
あ

る
が
、
１
、
２
年
生
か
ら
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
学
生
の
進
路
選
択
・

就
職
支
援
に
資
す
る
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
低

学
年
か
ら
４
年
次
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て

い
る
が
、
特
に
就
職
支
援
に
お
い
て
は
近
年
、

「
マ
ス
か
ら
個
へ
の
支
援
」
に
軸
足
が
移
っ
て

い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
０２
年
に
発
足
し
た
コ
オ
プ
教
育
・

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
は
、
セ
ミ

ナ
ー
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
の
事
前
研
修
、
期

間
中
の
報
告
お
よ
び
事
後
研
修
に
至
る
細
か

な
ケ
ア
を
基
本
と
し
て
、
本
学
独
自
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
最

終
的
に
は
学
生
と
派
遣
先
企
業
が
一
堂
に
会

し
て
の
確
認
発
表
会
を
持
つ
ま
で
に
な
っ
て

お
り
、
各
段
階
で
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
も
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
学
生
一
人
ひ
と
り

に
丁
寧
に
か
か
わ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

る
。

　

０９
年
度
は
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
に
大
学
と
し
て
一
層
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
視
点
か
ら
、
全
学
的
取
り
組
み
の

向
上
、
学
生
情
報
の
一
元
化
促
進
、
戦
略
的

な
情
報
収
集
等
を
目
指
し
、
現
在
２
部
局
に

分
か
れ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
コ
オ

プ
教
育
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
を

1
部
局
に
ま
と
め
、
相
互
の
協
力
体
制
を

強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、
全
１０
学
部
の
教

員
組
織
を
は
じ
め
学
内
の
学
生
支
援
を
担
当

す
る
事
務
部
局
と
の
連
携
を
強
め
て
い
く
こ

と
を
課
題
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
た
め

に
、
１１
月
を
目
途
と
し
て
事
務
組
織
の
再
編

を
は
じ
め
、
全
学
的
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制

の
整
備
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
一
連
の
動
き
は
、
本
学
に
お
け
る
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
「
学
生
の
自
律
、
自
立
を
促

す
発
達
促
進
教
育
」
、
「
社
会
と
大
学
の
協
働

教
育
」
と
位
置
付
け
直
し
、
「
学
士
課
程
教

育
」
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
教
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
、
学
生
の
成
長
発
達
を
い
か
に
支
援

し
て
い
け
る
か
と
の
問
い
へ
の
答
え
で
も
あ

る
。
学
生
が
在
学
中
に
充
実
し
た
大
学
生
ら

し
い
学
生
生
活
を
送
り
、
と
り
わ
け
、
正
課

教
育
に
お
い
て
、
主
体
的
に
自
ら
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
立
教
大
学

●
立
教
大
学

キャリア支援に向けた
立教大学の新たな取り組み

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
き
め
細
か
い
対
応

コ
オ
プ
教
育
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス

さ
ら
な
る
支
援
体
制
整
備
へ
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●
自
由
が
丘

●
自
由
が
丘

　

産
能
短
期
大
学

　

産
能
短
期
大
学

キャリアセンター通信

アソビゴコロを取り入れたキャリア支援

　
「
カ
チ
ッ
、
カ
チ
ッ
！
」
今
日
も
部
屋
の

入
口
で
〝
火
花
〞
が
飛
ん
で
い
ま
す
。
厳
し

い
就
職
環
境
に
飛
び
交
う
火
花
で
な
く
、
日

本
古
来
の
風
習
の
「
火
打
ち
石
」
で
す
。

　
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
が
ん
ば
っ
て
ね
！
」

「
行
っ
て
き
ま
す
！
」
自
由
が
丘
産
能
短
期

大
学
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職

試
験
前
に
立
ち
寄
っ
た
学
生
に
、
合
格
祈
願

の
思
い
を
込
め
て
、
学
生
の
右
肩
口
に
火
打

ち
石
を
打
ち
か
け
、
送
り
出
し
ま
す
。

　

本
学
は
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
を
学
ぶ
短
期
大
学

と
し
て
在
籍
者
数
の
９５
％
以
上
が
就
職
を

希
望
し
、
毎
年
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
就
職
決
定

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
６
コ
ー
ス

４
６
０
名
の
学
生
に
対
し
て
担
当
制
を
し
い

た
５
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
〝
顔
の
見
え
る
〞

〝
学
生
と
の
距
離
が
近
い
〞
支
援
を
し
て
い

ま
す
。
冒
頭
の
火
打
ち
石
も
就
活
支
援
の
一

環
で
す
。

　　

今
年
の
よ
う
な
先
行
き
不
透
明
な
厳
し
い

環
境
下
で
は
、
あ
る
意
味
ア
ソ
ビ
ゴ
コ
ロ
を

取
り
入
れ
た
取
り
組
み
が
、
学
生
の
緊
張
、

ひ
い
て
は
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
側
の
緊
張
を
解

き
、
就
職
本
来
の
目
的
を
押
さ
え
、
学
生
一

人
ひ
と
り
の
本
質
を
捉
え
た
支
援
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。

　

他
に
も
学
生
に
好
評
な
ア
ソ
ビ
ゴ
コ
ロ
支

援
策
を
い
く
つ
か
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、

・
「
た
ま
ご
通
信
」‥

２
週
間
に
一
度
の
情
報

誌
。
ス
タ
ッ
フ
手
書
き
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

設
定
し
、
内
容
は
求
人
情
報
、
学
内
説
明
会

自由が丘産能短期大学
キャリア支援センター

日
程
、
コ
ラ
ム
な
ど
。
こ
ち
ら
を
入
手
し
に

学
生
は
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ
足
を
運
び
ま
す
。

・
「
た
ま
ご
ノ
ー
ト
」‥

相
談
待
ち
時
間
等
に

利
用
さ
れ
る
自
由
記
述
ノ
ー
ト
。
就
活
の
悩

み
や
喜
び
の
ホ
ン
ネ
が
書
か
れ
て
あ
り
、
ス

タ
ッ
フ
が
一
つ
ひ
と
つ
コ
メ
ン
ト
を
書
き
入

れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
。

・
内
定
ダ
ル
マ‥

「
自
分
の
力
を
出
し
切
れ

ま
す
よ
う
に
…
」
と
念
じ
て
頭
を
な
で
る
と

パ
ワ
ー
を
も
ら
え
る
、
合
格
運
の
ダ
ル
マ
。

試
験
前
に
学
生
が
触
っ
て
い
き
ま
す
。

・
「
心
に
効
く
魔
法
の
杖
」（
ソ
ニ
ー
マ
ガ
ジ
ン

ズ
発
行
）‥

希
望
を
も
た
ら
す
と
い
う
書
物
占

い
。
書
か
れ
て
あ
る
内
容
が
明
る
く
前
向
き

で
、
学
生
の
表
情
が
明
る
く
な
り
ま
す
。

・
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド‥

「
や
り
た
い
こ
と
が

わ
か
ら
な
い
」「
ど
う
動
い
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」
…
学
生
か
ら
よ
く
吐
露
さ
れ
る

言
葉
で
す
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
状
態
の
時
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
一
緒
に
向
き
合
い
、
気

持
ち
や
考
え
を
書
き
出
し
整
理
し
ま
す
。
す

る
と
、
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
に
支
配
さ
れ
て
い

た
自
分
を
冷
静
に
、
客
観
的
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
問
題
解
決
の
手
が
か
り
が
見
つ

か
っ
た
り
、
行
動
計
画
に
つ
な
が
り
ま
す
。

心
の
中
で
渦
巻
い
て
い
た
も
の
が
可
視
化
さ

れ
、
さ
ら
に
コ
ピ
ー
機
能
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
さ
れ
る
と
「
お
お
っ
！
」
と
驚
く
学
生
。

ヤ
ル
気
の
ツ
ボ
が
押
さ
れ
る
瞬
間
で
す
。

　

私
た
ち
は
ま
ず
行
動
す
る
こ
と
を
重
視

し
、
様
々
な
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。
行
動

し
た
ら
、
共
に
体
験
を
振
り
返
り
、
気
づ
き

を
も
た
ら
す
、
そ
の
意
味
を
考
え
さ
せ
、
言

語
化
す
る
。
そ
し
て
ま
た
行
動
す
る
…
。
決

定
す
る
ま
で
何
度
で
も
個
別
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

行
き
詰
ま
っ
て
い
た
の
が
、
話
を
す
る

中
で
視
点
が
広
が
り
、
経
験
に
肯
定
的
な
意

味
づ
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
内
定

報
告
を
受
け
た
時
は
も
ち
ろ
ん
嬉
し
い
で
す

が
、
な
に
よ
り
、
活
動
当
初
、
自
己
効
力
感

の
弱
か
っ
た
学
生
が
小
さ
な
成
功
体
験
を
積

み
重
ね
、
精
神
的
な
成
長
を
遂
げ
、
社
会
人

と
し
て
自
立
の
片
鱗
が
見
ら
れ
る
ま
で
に
変

化
を
遂
げ
た
姿
を
見
ら
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
立

ち
会
え
た
こ
と
が
一
番
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

卒
業
後
も
支
援
は
続
き
ま
す
。
「
プ
ラ

ス
ワ
ン
サ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
昨
年
か
ら
、

早
期
離
職
を
防
ぐ
べ
く
、
職
場
で
の
悩
み

相
談
に
応
じ
、
年
３
回
「
プ
ラ
ス
ワ
ン
・
レ

タ
ー
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
昨
年
１
年
間

で
１
０
７
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

幸
せ
な
人
生
を
歩
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
願

い
、
い
つ
ど
ん
な
時
で
も
安
心
し
て
相
談
で

き
る
場
所
で
あ
り
た
い
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
思

い
な
が
ら
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
義
間
直
美
）

　

就活支援グッズの一例

火
花
飛
ぶ
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

ア
ソ
ビ
ゴ
コ
ロ
支
援
策

そ
し
て
卒
業
後
の
サ
ポ
ー
ト
へ

私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
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進路指導が変われば、少子化は解決する

東京都立晴海総合高等学校　相談部教諭・キャリアカウンセラー

千葉吉裕

キ
ャ
リ
ア
指
導
の
現
場
か
ら 

④
　

６
月
３
日
、
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計

情
報
部
か
ら
、
１
人
の
女
性
が
一
生
に
産
む

子
供
の
数
と
さ
れ
る
「
合
計
特
殊
出
生
率
」

の
統
計
調
査
が
発
表
さ
れ
た
。
今
年
は
、
過

去
最
低
だ
っ
た
平
成
１７
年
の
１
・
２６
か
ら

３
年
連
続
で
微
増
し
た
１
・
３７
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
人
口
を
維
持
す
る
水
準
に
は
ま
だ

ま
だ
及
ば
ず
、
依
然
、
少
子
化
を
示
す
数
値

の
ま
ま
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来

は
、
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
さ
れ
、
政

府
は
少
子
化
対
策
担
当
大
臣
ま
で
任
命
し
て

解
決
を
図
っ
て
い
る
。
政
府
の
少
子
化
対
策

は
、
働
く
こ
と
と
子
育
て
の
両
立
が
た
い
へ

ん
な
の
で
、
子
育
て
支
援
を
中
核
に
位
置
づ

け
、
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境
を

整
備
し
て
、
安
心
し
て
子
供
を
産
め
る
よ
う

に
す
る
と
い
う
方
針
の
よ
う
だ
。

　

少
子
化
を
解
決
す
る
た
め
の
方
策
と
し

て
、
私
は
こ
の
方
針
に
疑
問
を
持
つ
。
も
ち
ろ

ん
、
環
境
整
備
は
ど
ん
ど
ん
推
進
す
る
べ
き

だ
が
、
少
子
化
の
解
決
策
と
し
て
は
あ
ま
り

期
待
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
現
に
、
女

性
の
年
齢
階
級
別
の
労
働
力
率
を
み
れ
ば
、

相
も
変
わ
ら
ず
、
３０
〜
３９
歳
が
底
に
な
る
Ｍ

字
に
な
っ
て
お
り
、
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
の

期
間
、
働
き
に
く
い
社
会
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
経
年
で
比

較
す
る
と
、
Ｍ
字
の
底
が
高
く
な
っ
て
い
る

の
は
、
晩
婚
化
や
未
婚
化
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
て
、
子
供
を
産
ん
で
働
く
女
性
が
増
え
た

か
ら
で
は
な
い
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
る
よ
う
環
境
が
整
備
さ
れ
れ
ば
少
子

化
は
解
決
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
そ
れ

よ
り
も
高
校
の
進
路
指
導
の
転
換
を
急
ぐ
べ

き
だ
と
考
え
る
。

　

仮
に
、
私
が
、
少
子
化
対
策
担
当
大
臣
に

任
命
さ
れ
た
な
ら
ば
（
あ
り
え
な
い
こ
と
な

の
で
強
気
に
書
い
て
し
ま
え
ば
）
、
高
校
の

進
路
指
導
担
当
者
に
物
を
申
す
。

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い

う
が
、
皆
さ
ん
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
指
導
し
て
い
る
の
か
？　

卒

業
し
た
あ
と
、
進
学
さ
せ
た
り
、
就
職
さ
せ

た
り
す
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い

の
で
は
？　

高
校
卒
業
し
て
約
１０
年
で
、

多
く
の
女
子
生
徒
は
、
就
職
、
結
婚
、
出
産

と
い
う
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
遭
遇
し
、
そ
こ

で
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
、
約
７
割
の

女
性
が
、
出
産
と
と
も
に
職
を
辞
し
、
子
供

が
育
っ
て
か
ら
再
就
職
す
る
こ
と
に
な
る
と

い
う
現
実
。
こ
の
状
況
が
よ
い
と
は
思
わ
な

い
が
、
こ
の
現
状
を
知
っ
た
上
で
、
将
来
設

計
を
し
な
け
れ
ば
、
女
の
子
の
キ
ャ
リ
ア
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
ち
ゃ

ん
と
見
通
し
た
指
導
を
し
て
い
る
の
か
！
」

と
詰
め
寄
り
ま
す
ね
。
大
臣
に
な
っ
た
暁
に

は
、
文
部
科
学
大
臣
を
出
し
抜
い
て
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で
、
進
路
指

導
担
当
者
を
厳
し
く
追
及
す
る
。

　
「
女
性
は
男
性
に
は
絶
対
で
き
な
い
出
産
と

い
う
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
遭
遇
で
き
る
が
、

こ
れ
は
、
何
歳
で
も
実
現
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
母
親
に
な
る
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
は
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
。
そ
こ
で
、
出
産
し

再
就
職
す
る
時
、
何
が
有
効
な
の
か
、
子
育

て
と
仕
事
を
両
立
す
る
の
に
、
ど
の
よ
う
な

資
格
や
免
許
、
ス
キ
ル
が
有
効
な
の
か
、
し

っ
か
り
考
え
て
進
路
指
導
し
て
い
る
の
か
！

　

あ
な
た
た
ち
が
、
何
も
考
え
な
い
で
指

導
す
る
か
ら
、
少
子
化
と
い
う
事
態
を
招
い

て
い
る
と
い
う
自
覚
を
持
ち
な
さ
い
」
な
ん

て
、
架
空
の
話
だ
か
ら
語
気
を
荒
げ
た
が
、

小
渕
大
臣
に
も
こ
の
く
ら
い
威
勢
よ
く
や
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
を
し
て
し
ま
う
。

　

雇
用
機
会
均
等
法
か
ら
約
四
半
世
紀
、
女

性
の
差
別
は
な
く
な
っ
た
と
信
じ
た
い
が
、

現
状
は
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
こ
と
を
卒

業
生
か
ら
伝
え
聞
く
。
そ
れ
に
対
し
、
高
校

現
場
で
は
、
進
路
指
導
を
男
女
の
分
け
隔
て

な
く
、
平
等
に
同
じ
よ
う
に
指
導
す
る
。
女

性
も
男
性
と
同
じ
よ
う
に
働
く
時
代
、
そ
の

た
め
に
、
四
年
制
大
学
へ
進
学
し
ろ
と
、

指
導
す
る
学
校
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、

大
学
に
進
学
し
、
い
ざ
就
職
し
よ
う
と
す
る

と
、
採
用
状
況
に
男
女
の
差
は
歴
然
。
正
社

員
の
採
用
は
な
か
な
か
厳
し
い
。
そ
の
よ
う

な
実
態
の
中
で
、
な
ん
と
か
就
い
た
職
は
簡

単
に
は
や
め
た
く
な
い
。
出
産
を
す
れ
ば
７

割
の
女
性
が
職
を
辞
し
て
い
る
現
実
の
中
で

は
、
結
婚
、
出
産
が
遅
く
な
る
の
は
当
然
だ

ろ
う
。
女
性
の
子
育
て
、
再
就
職
を
想
定
し

た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
と
れ
る
よ
う

な
母
親
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
た
高
校

の
進
路
指
導
の
転
換
、
こ
れ
こ
そ
が
少
子
化

を
解
決
に
導
く
と
私
は
考
え
ま
す
が
、
皆
さ

ん
は
い
か
が
考
え
ま
す
か
。
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スクールカウンセラー風便り
第６回

リソースの発想とカウンセラーの態度
東京都スクールカウンセラー（臨床心理士）　金屋光彦

クールカウンセラー（以下ＳＣ）の重要な仕事であ

る講演活動は、先生と子どもたちが織りなす教育

が円滑に展開されるよう側面から支援するのが目的と前

回述べた。

　あくまで、学校は児童生徒と先生が主役で、ＳＣは黒子

に徹するのが望まれる姿である。これは、ＳＣ以外のあら

ゆるカウンセリング場面においても、基本的態度といっ

てよいであろう。それは、カウンセリングと親和性の高

い教育の世界でもいえる場面が少なくない。

　私はテニスとスキーを長く続け、その過程でいろい

ろなコーチの教授法に触れる機会を得た。その中から、

コーチのタイプに大きく分けて 2種類あるなと感じてい

る。

　 1つは、自分の信じる理論を元に、その信念の枠組に

沿って教えるタイプ。 2つ目は、個々の教え子の特長を

理解し、その準拠枠を見つけ、その基準に沿って育てる

タイプだ。

　この後者のコーチは、なかなか教えてくれないし、最

初は不親切な感じがする。一方、自分の理論を信念とし

て教えてくれる最初のタイプは、初めから情熱をもって

いろいろなエキスを伝授してくれ、頼もしくも感じたり

したものだ。

　しかし、自分の不備なところを彼が信じる理想の

フォームからいろいろ指摘されるので、聞いているうち

に辛くなり、スイングも縮こまったりして、しまいには

どう打ったらよいのかさっぱりわからなくなって自信を

失ったこともあった。

　一方、 2番目タイプのコーチは、左利きである私のメ

リットやフォームの特徴、さらにうまく打てている箇所

などをぽつりぽつりと明らかにしてくれた。自分らしく

プレーすればいいのだという思いを強くし、上達するた

めに今の自分の課題は何か、私のフォームの観察や話し

合いの中から明確化してくれ、練習テーマに気づかせて

くれたりもした。

　最初のタイプは、コーチや理論が主役といえる。そ

れを基準に教え子の不足不備な点を指摘するので、裁か

れる構造といってもよいだろう。この教授法は教育やカ

ウンセリングからは遠いものといえる。教師やカウンセ

ラーは、裁判官ではないからだ。

　反対に、 2番目の教え方は、あくまで教え子が主役

で、コーチは脇役に徹している。

　特にカウンセリングでは、価値観の押しつけになっ

てしまうと、その面談はお説教になってしまう。そうな

れば、ラポールはつけられず、表面的にはお礼を述べて

去っても、わかってもらえなかった傷心の相談者は、も

う二度と来談されることはないだろう。

　以前、中野サンプラザ相談センターで青少年職業カウ

ンセラーを務めていた頃、時々民間の人材派遣会社から

傷ついて来所される若い人たちが見られた。よく聞いて

みると、人材ではないと登録を拒否されたというのであ

る。その都度強い憤りを感じたものだ。

　派遣会社も商売なのでいたしかたないところかもしれ

ないが、登録を拒否したい人こそ支援が必要で、個人内

差としての得手強み（リソース）に焦点を当て、職業ま

で高めていく視点と発想が何よりカウンセラーの基本的

態度として重要である。それは、一般的にまずいと見な

される来談者の個性を、単に欠点と見るのではなく長所

としても捉えられるリフレーミング的認知ができるか等

も、重要なカウンセラーの態度といえる。

　スクールカウンセラーも同じで、児童生徒のカウン

セリングや先生へのコンサルテーションでは、児童生徒

や先生がすでに潜在所有しているもの（これをリソース

と呼ぶ）に気づかせ、それを現場で効果的に発揮できる

ように働きかけることが重要な職務になる。今の自分が

持っているさまざまな資質（無いものでなく有るもの）

に注目し、それをさらに発揮し伸ばそうとする考え方

だ。

　欧米風の能力主義やリストラを安易に導入した結果、

働き手が道具化し、人間関係や雰囲気も殺伐とし、OJT

もさび付き、チームワークを大切にしながら伝承し育

てるといった良き日本組織の風土が失われつつある今こ

そ、持つべき発想といえるだろう。

ス
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B
君
の
第
一
印
象
は
「
優
し
い
雰
囲
気
」

を
持
つ
礼
儀
正
し
く
爽
や
か
な
笑
顔
の
青

年
で
し
た
。
希
望
す
る
企
業
へ
の
志
望
動

機
を
、
自
信
を
持
ち
キ
チ
ン
と
語
る
彼
で
す

が
、
ど
こ
と
な
く
心
配
が
残
る
の
で
す
。

　

時
折
家
族
の
話
が
出
て
き
ま
す
。「
母
は

僕
が
大
き
な
企
業
を
希
望
し
な
い
と
機
嫌
が

悪
く
な
る
、
僕
自
身
も
申
し
訳
な
い
気
持
ち

が
す
る
」「
何
と
し
て
も
兄
弟
よ
り
も
良
い

会
社
に
入
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と
思
い
込

ん
で
い
る
様
子
。
B
君
は
相
談
後
に
必
ず
や

っ
て
来
て
結
果
を
報
告
す
る
マ
ナ
ー
優
等
生

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

や
が
て
B
君
は
、
第
一
希
望
の
企
業
の
最

終
面
接
ま
で
進
み
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
数

日
後
、「
残
念
な
が
ら
昨
日
不
採
用
の
知
ら

せ
が
来
ま
し
た
」
と
や
っ
て
来
た
彼
に
は
、

し
ょ
ん
ぼ
り
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ

初
め
て
見
せ
る
芯
の
強
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

堰
を
切
る
よ
う
に
面
接
の
様
子
を
話
し
終
え

た
B
君
は
、「
本
当
に
入
り
た
か
っ
た
の
で

す
。
全
力
を
出
し
ま
し
た
。
で
も
、
ま
だ
ま

だ
社
会
に
通
じ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ

と
分
か
り
ま
し
た
」
と
言
い
切
る
と
、
し
ば

ら
く
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん
と

言
葉
を
か
け
た
ら
よ
い
か
、
ど
う
し
た
ら
次

へ
の
ス
テ
ッ
プ
が
踏
め
る
よ
う
な
励
ま
し
に

な
る
の
か
し
ら
と
考
え
込
む
私
に
、
B
君
は

一
呼
吸
す
る
と
、
ま
た
語
り
始
め
ま
し
た
。

「
通
知
を
受
け
た
昨
日
の
夕
方
、
な
ぜ
か
母

親
が
働
く
ス
ー
パ
ー
に
寄
り
た
く
な
り
ま
し

た
。
自
宅
の
あ
る
駅
と
は
反
対
方
向
な
の

で
、
一
度
も
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
い
つ
も
疲
れ
た
と
言
い
、
お
客
さ
ん

が
ど
う
の
、
職
場
の
人
が
こ
う
の
と
、
母
親

が
職
場
の
話
を
す
る
時
は
、
正
直
言
っ
て
あ

ま
り
良
い
気
持
ち
で
は
聞
け
な
か
っ
た
で
す

が
…
…
」
と
。
B
君
は
見
つ
か
ら
な
い
よ
う

に
入
口
か
ら
レ
ジ
係
を
し
て
い
る
母
親
の
様

子
を
見
て
い
ま
し
た
。

　
「
家
に
い
る
疲
れ
き
っ
た
姿
の
母
親
で
な

く
、
お
じ
い
さ
ん
に
と
て
も
柔
ら
か
く
優
し

い
笑
顔
で
話
を
し
、
同
僚
に
レ
ジ
場
を
離

れ
る
こ
と
を
伝
え
、
わ
ず
か
百
円
足
ら
ず
の

品
物
を
親
切
に
案
内
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
お
じ
い
さ
ん
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
何
度

も
母
親
に
お
礼
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
僕

は
、
も
う
涙
が
出
て
涙
が
出
て
仕
方
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」

　
「
そ
ん
な
に
不
満
な
ら
パ
ー
ト
な
ん
だ
か

ら
や
め
て
し
ま
え
ば
い
い
！　

と
母
親
に
向

か
っ
て
大
声
を
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
今
は
、
と
て
も
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
で

す
。
父
親
の
分
も
と
、
僕
た
ち
兄
弟
を
育
て

る
た
め
に
精
一
杯
の
働
き
を
し
て
い
る
母
親

の
姿
を
初
め
て
見
ま
し
た
。
活
き
活
き
と
輝

い
て
い
る
母
親
が
、
そ
こ
に
は
い
ま
し
た
」

「
今
度
は
、
僕
が
頑
張
っ
て
母
親
を
楽
に

さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
」

「
こ
ん
な
こ
と
ぐ
ら
い
で
何
を
く
よ
く
よ
し

て
い
る
ん
だ
。
ち
っ
ち
ゃ
い
な
、
と
思
い
ま

し
た
」

　

き
っ
と
こ
の
瞬
間
に
B
君
は
社
会
に
繋
が

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
つ
だ
け
足
り
な
か
っ

た
心
の
中
の
ピ
ー
ス
が
、
カ
チ
ッ
と
音
を
た

て
て
は
ま
り
込
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な

彼
の
瞳
は
、
強
い
力
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
し
た
。
B
君
は
【
自
ら
社
会
に

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
】
が
何
よ
り
も
大
切
な

の
だ
と
私
に
教
え
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

vol.１６̶２

自分が繋がる

日本体育大学　非常勤講師
湘北短期大学　キャリアサポート部非常勤職員

島津和代

キャリアカウンセリングの
現場から

●「キャリアカウンセリングの現場から」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。
（（社）雇用問題研究会ホームページ）http://www.koyoerc.or.jp/career.html


